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岡崎市立矢作北小学校 
体つくり運動（多様な動きをつくる運動遊び）（５時間完了） 

時間 学 習 内 容 授業準備として・留意点 
１ 体力向上プログラムを１つずつ経験したりサ

ーキット形式で取り組んだりする。 
体のバランス―「まわってじゃんけん」 
       「ケンケン」 
       「モーグルマット」 
       「ライン渡り」 
体の移動  ―「棒っとしていられない」 

「ジグザグ島とび」 

・ケンステップ、マット、跳び箱、平均台、

長なわ、フラフープ、カラースティック、

ドッジボール、ロイター板を用意する。 
・準備運動、活動中に流す CD を用意する。

・運動のやり方、運動のポイントを説明する。

・サーキット形式で行う運動遊びと１つずつ

行う運動遊びを分け、授業後半のサーキッ

ト形式にスムーズに入れるように、用具の

設置場所や準備の仕方を工夫する。 
２ 体力向上プログラムを１つずつ経験する。 

体のバランス―「まわってじゃんけん」 
       「モーグルマット」 
       「ライン渡り」 
体の移動  ―「ジグザグ島とび」 
用具の操作 ―「いろいろキャッチ」 

・ケンステップ、マット、跳び箱、平均台、

長なわ、フラフープ、ドッジボール、ロイ

ター板を用意する。 
・準備運動に流す CD を用意する。 
・「まわってじゃんけん」については、準備

運動の中に取り入れる。 
３ 体力向上プログラムを１つずつ経験する。 

体のバランス―「まわってじゃんけん」 
       「ゆりかごじゃんけん」 
用具の操作 ―「長なわくぐり」 
力試し   ―「マットでボール送り」 

・マット、長なわ、長なわ固定器具を用意す

る。 
・準備運動に流す CD を用意する。 
 

４ 体力向上プログラムを１つずつ経験する。 
体のバランス―「まわってじゃんけん」 
用具の操作 ―「バランスボール飛ばし」 
       「ぐるぐる飛ばし」 
       「バウンドジャンプ」 
       「いろいろキャッチ」 
力試し   ―「引っ張り合戦」 

・マット、バランスボール、バット、タオル、

ハイソックス、テニスボール、バレーボー

ル、フラフープを用意する。 
・準備運動に流す CD を用意する。 
・「ぐるぐる飛ばし」はハイソックスの中に

テニスボールを入れて飛ばす。 
・「引っ張り合戦」では、タオルを使う。 

５ 体力向上プログラムを１つずつ経験したりサ

ーキット形式で取り組んだりする。 
体のバランス―「まわってじゃんけん」 
       「ケンケン」 
       「ライン渡り」 
体の移動  ―「棒っとしていられない」 

「ジグザグ島とび」 
用具の操作 ―「ぐるぐる飛ばし」 
力試し   ―「トンネルくぐり」 

「いろいろすもう」 

・ケンステップ、マット、跳び箱、長なわ、

フラフープ、カラースティック、ハイソッ

クス、テニスボール、ミニハードルを用意

する。 
・準備運動、活動中に流す CD を用意する。

・「ケンケン」では、ひっかかっても起き上

がるミニハードルを使う。 

単元計画 【１年生】 
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              蒲郡市立大塚小学校 

多様な動きをつくる運動遊び（低学年）（７時間完了） 

時間 学習内容 留意点 

１ いろいろな種目を体験してみよう① 

１ まわってじゃんけん（バランス） 

２ 長縄くぐり（用具の操作） 

３ ケンケン鬼ごっこ（バランス） 

４ お手玉ケンケン（バランス） 

５ ライン渡り（バランス） 

６ ぼうっとしていられない（体の移動） 

バランス：４ 用具の操作：１ 体の移動：１ 

・全員で取り組む活動を行う

ことで、アイスブレイキン

グを図り、その後、2 人組

の活動を行う。 

・それぞれの動きを、まず簡

単に紹介し、活動させる。

その後、必要に応じて、そ

れぞれの動きのポイントと

ねらいを示す。 

２ いろいろな種目を体験してみよう② 

１ 引っ張り合戦（力試し） 

２ 長縄くぐり（2 人組）（用具の操作） 

３ ジグザグ島とび（体の移動） 

４ ぼう跳び（用具の操作） 

力試し：１  用具の操作：２ 体の移動：１ 

・面白い動きを考えた子を全

体の場で紹介することで、

子どもたちが自発的に多様

な動きを考えるようにうな

がす。 

３ いろいろな種目を体験してみよう③ 

１ ぞうきんがけおにごっこ（体の移動） 

２ トンネルくぐり（力試し） 

３ いろいろキャッチ（用具の操作） 

４ バランスボールとばし（用具の操作） 

５ 大玉すもう（力試し） 

体の移動：１  力試し：２ 用具の操作：２ 

・ペアでの活動を次第に増や

していき、スーパーマンサ

ーキットでの活動につなげ

る。 

・毎時間、活動後にアンケー

トを取り、一人一人の意欲

の高まりを把握する。 

４ 

５ 

６ 
本時 

７ 

塚っ子スーパーマンサーキットに挑戦しよう 

１ お手玉ケンケン（バランス） 

２ トンネルくぐり（力試し） 

３ ラインわたり（バランス） 

４ いろいろキャッチ（用具の操作） 

５ ぼう跳び（用具の操作） 

６ ぼうっとしていられない（体の移動） 

７ まわってじゃんけん（バランス） 

８ バランスボールとばし（用具の操作） 

９ ジグザグ島とび（体の移動） 

10 ひっぱり合戦（力試し） 

バランス：３ 力試し：２ 用具の操作：３ 

体の移動：２ 

・準備と片付けの時間を計り、記

録していくことで、自分たちで

意欲的に準備・片づけを行える

ようにする。 

・2 人組で活動を行う。 

・用具を数種類用意し、子どもた

ちが、より多様な運動を考え出

せるよう、支援する。 

・必要に応じて、それぞれの

動きのポイントとねらいを

示す。 

単元計画 【２年生】 
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北名古屋市立栗島小学校  
体つくり運動 単元名『栗っ子プログラムマスター』（５時間完了） 

時間 学習内容 留意点 
１ ・１３種目のプログラムを経験する。 

・体のバランス ： 丸太渡り 
          ２人でせえの 
          リアクションターン 
 体の移動 ： あんたがたどこさ 
        ケンパーステップ 
        棒っとしていられない 
 用具の操作 ： バウンドスロー 
         ツーボールパス 
         フープ回し 
 力試し ： ３人相撲 
       からだ時計 
 運動の組み合わせ ： タオルでキャッチ 

リアクションキャッチ 

・それぞれの運動の動きのポイントとねら

いを確認してから、運動させる。 
・体のいろいろな部分を使って運動ができ

るように、プログラムを設置する。 
・安全に留意する。 
・各種目５名程度までができるよう用具を

配置。 
・用具は複数の種類を用意し、児童が自分

に合ったものを選べるようにする。 
・スタートをする種目のみ児童に割り当て

（複数人で行う種目）、その後は、児童がや

りたいものを選ばせて取り組ませる。 
 

２ ・１３種目のプログラムを行う。 
・第１時と同じプログラムを行う。（第５時まで） 

・１３種目をそれぞれ５回以上取り組むこ

とを目標にした。 
・待ち時間を作らせず、積極的に運動に取

り組ませる。 
・授業の中程で集合し、運動がねらいとは

ずれていないか確認する。 
３ ・１３種目のプログラムを行う。 

 
・同じ動きをたくさんやるのではなく、多

様な動きで種目に取り組ませる。（体の向き

や用具を変えるなど） 
・慣れてくると、たくさんやれる児童で各

種目１０回程度行うことができる。 
・ケンパーステップなどルールが難しい種

目は、ルールや運動の発展を示したカード

などを提示し取り組ませる。 
４ ・１３種目のプログラムを行う。 

・各種目の発展を児童が考え、運動を高める。 
 

・難易度を高めたり、ルールを変えたりす

る工夫を考えさせる。 
・様々な用具を使用したり、種目の人数を

変えたりしても良い。 
・複数の種目を合わせても良い。 
・自分の能力に合わせた発展を考えさせる。

５ ・１３種目のプログラムを行う。 
・自分が考えた種目を発表し、考えを交流する。 

・授業の後半部分は発表の時間とする。 

単元計画 【３年生】 
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愛西市立佐屋小学校  

体つくり運動 単元名『動きランドにチャレンジ！！』（5 時間完了） 

 
時間 学習内容 留意点 
１ ３つの領域の運動を 1 つずつ経験する。 

移動：じぐざく島とび 
バランス：リアクションターン 
力試し：体時計 
 

・それぞれの動きのポイント

とねらいを示して、活動させ

る。 
・8 人グループで活動させる。

・動きのできのレベルを示

す。 
２ 
 
 

２つの領域の運動を１つずつ経験する。 
用具：ツーボールパス 
組み合わせ：タオルでキャッチ 
 

・ツーボールパスはバスケッ

トボールを使う。 
・タオルでキャッチのボール

はソフトバレーボールを使

う。 
 

３ ５つの領域の運動をグループごとで高め合う。 
 

・時間を測って、児童に活動

時間と移動をスムーズに行

えるようにする。 
・結果の記録は授業の 後も

しくは中間に入れる。 
４ ４つの領域の運動を１つずつ経験する。 

移動：棒としてられない 
用具：3 点キャッチ 
力試し：魔法のじゅうたん 
組み合わせ：リアクションキャッチ 
 

・魔法のじゅうたんはタイム

トライアルにする。 
・リアクションキャッチは玉

入れの玉を使う。 
・3 点キャッチのボールはソ

フトバレーボールを使う。 

５ ４つの領域の運動をグループごとで高め合う。 ・結果の記録の仕方を第 3 時

からの様子を見て修正する。

 
 
 

単元計画 【３年生】 
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第１学年１組体育科学習指導案 
                  平成 23 年 12 月 6 日（火曜）第 4 限 体育館 

指導者  野村 博紀 
１ 単 元 体つくり運動（多様な動きをつくる運動遊び） 
 
２ 目 標 
 （１） マナーを守り、安全に気をつけながら、楽しく運動しようとすることができる。 
                                     （関心・意欲・態度） 
 （２） 様々な体の使い方を知り、多様な動きをつくることができる。       （思考・判断） 
 （３） 自分の体を操作して、個々の能力に合わせた運動を行うことができる。      （運動） 
 
３ 指導計画  （５時間完了）○印本時 

 分／時 １ ２ ３ ４ ⑤ 
①準備運動・めあての確認 

 
 
○１つずつ

経験する 
・体のバランス 
・体の移動 
 
 
○サーキット

形式で行う 

 
 
○１つずつ

経験する 
・体のバランス

・体の移動 
・用具の操作 

 
 
○１つずつ経験する 
・体のバランス 
・用具の操作 
・力試し 

 
 
○１つずつ経

験する 
・体のバランス

・体の移動 
・用具の操作 
・力試し 
○サーキット

形式で行う 

 
時 
 
 

間 
 
 

配 
 
 

当 

 
１０ 
 
 
 
 
２０ 
 
 
 
３０ 
 
 
４０ 
 ③授業感想 

 
４ 本時の指導 
 （１）目 標  ○友だちと協力しながら、楽しく運動遊びをすることができる。 

（関心・意欲・態度） 
         ○ボールの投げ方、手と足での体の支え方など、多様な動きを工夫することができ

る。                            （思考・判断） 
          ○自分の体を操作して、能力に合わせた多様な運動に取り組むことができる。 

（運動） 
 
  （２）準 備 （教）テニスボール、ハイソックス、長縄、カラースティック、フラフープ、マット 
            セーフティーマット、ケンステップ、跳び箱、ミニハードル 
         （児）学習カード 
 

②体力向上プログラムに取り組む 

岡崎市立矢作北小学校【１年生】 
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  （３）指導過程 
学習の流れ 教師の働きかけと支援・留意点 評 価 

１ 準備運動をする。 

（１）音楽に合わせて動く 

  ・様々な種類の跳躍 

  ・前屈・開脚 

・Ｙ字バランス 

（２）まわってじゃんけんを行 

   う。 

 

 

 

２ 学習課題を知る。 

 

 

 

３ 体力向上プログラムを行う。 

（１）「ぐるぐる飛ばし」 

 ・いろいろな投げ方でぐるぐ 

る飛ばしを行う 

（２）「いろいろすもう」 

・マットの上で、後ろ向きで 

のおしり相撲を行う。 

 

（３）「トンネルくぐり」 

・手と足を使っていろいろな 

形のトンネルをつくりそ 

の下をくぐる。 

 

 

（４）サーキット形式で、さまざ

まな運動に取り組む。 

・「ジグザグ島とび」 

・「ライン渡り」 

・「棒っとしていられない」 

・「ケンケン」 

 

４ 本時のまとめをする。 

・感想を言う。 

・あいさつをする。 

・ジャンプでは、リズムに合わせて

行うことを意識させる。 

・前屈や開脚、Ｙ字バランスなどは、

忍法○○変化と名づけ、楽しく行

えるようにする。 

・片足で回ったりジャンプして回っ

たりし、グーチョキパーを身体を

使い大きな動作で行うよう声をか

ける。 

 

 

 

 

 

・単調な投げ方が多いときには、工

夫して投げている子供を紹介し、

それを基に発展させる。 

 

 

・腕をしっかりと組むように助言す

る。 

 

 

・姿勢保持が長引かないように、ト

ンネルをくぐる児童はなるべく早

くくぐるように声をかける。 

・いろいろな形のトンネルを考える

ように指示する。  

 

・4 人組で行動するように指示する。

「ジグザグ島とび」 

・ケンステップから出ない。 

・片足で跳び箱に跳び乗る。 

「ライン渡り」 

・いろいろな渡り方を工夫する。 

 

・どんな運動遊びが楽しかったか、

どんなことが楽しかったかなど、

思ったことが素直に言えるような

雰囲気を作る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ともだちといっしょに、いろいろなうごきにたのしくちょうせんしよう 

笑顔が多く、汗を流し

運動することができた

か。   （観察・発表）

ボールの投げ方、手と 
足での体の支え方など工

夫して運動することがで

きたか。    （観察）

友だちとの動きや用具 
を利用し、多様な動きに

対応して運動することが

できたか。   （観察）

３ 

８ 

２ 

14 

８ 

５ 

５ 
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第２学年２組体育科指導案 

平成 23 年 12 月７日（水） 第 5 校時 体育館 
指導者 T１中西 孝雄 T２鈴木 利行 

１ 単元名 「塚っ子スーパーマンサーキット」[体つくり運動（多様な動きをつくる運動）] 
 
２ 目標 
（１）マナーを守り、互いに補助し合い、安全に気を付けながら、楽しく運動しようしたり、すばやく

道具の準備・片づけをしようとしたりすることができる。        （関心・意欲・態度） 
（２）ペアで活動しながら、様々な体の使い方、道具の使い方を知り、多様な動きをつくることができ

る。                                   （思考・判断） 
（３）自分の体を操作して、個々の能力に合わせた運動を行うことができる。        （運動） 
 
３ 指導計画（全７時間完了）○印本時 
 分／時 １ ２ ３ ４ ５ ⑥ ７ 

 ① 準 備 運 動 ・ 道 具 準 備 ・ 進 め 方 の 確 認 
10 

 
 

20 
 
 

30 
 
 

②体力向上プログラムに取り組む 
ねらい１ 
体力向上プログラムを利用して、

多様な動きを楽しむ 
【体の移動】・【用具の操作】 
【バランス】・【力試し】 

②体力向上プログラムに取り組む 
ねらい２ 
体力向上プログラムを利用して、多様な動きを

行ったり、新たな動きを考えたりして楽しむ 
【体の移動】・【用具の操作】・【バランス】 
・【力試し】 

時 

間 

配 

当 

40 
 ③ 片 づ け ・ ま と め 

 
４ 本時の指導 
（１） 目標 ○安全に気を付けながら、意欲的に運動や準備・片づけを行うことができる。 

（意欲・関心・態度） 
   ○塚っ子サーキットを行いながら発展させ、多様な動きをつくることができる。 

（思考・判断） 
   ○自分の体を操作して、個々の能力に合わせた多様な運動に取り組むことができる。 

（運動） 
 

（２） 準備 カラーコーン・お手玉・ロイター板・マット・平均台・ボール各種・ラケット各種・ざる 
   ・ポートボール台・棒・ケンステップ・ガムテープ・バランスボール・ティーバット 
   ・台・フラフープ・ようかん台・蛇腹ホース・ラジカセ・CD 
 

（３） 指導過程 

指導の流れ 教師の働きかけと支援・留意点 評価 

１ 準備体操 
 
 

・全員体操を行いながら、どこ

が伸びているのかを、問いかけ

をして意識させる。 

 
 

蒲郡市立大塚小学校【２年生】 
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２ 道具準備 
 
 
 
 
 
 
 
 

・事前に準備の役割分担を決め

ておく。 
・毎時間の準備の時間を継続し

て測定していくことで、すば

やい準備を意識させる。 
・準備の際、どんなところで事

故が起きやすいかを事前に伝

え、安全に配慮させる。 
・危険な道具を移動する際には、

教師が補助をする。 

・準備を安全に配慮しながら意

欲的に行うことができたか。

（態度）

３ 本時の進め方を確認する 
 
 

・前回の授業であった新たな動

きを紹介し、新たな動きを考

えようという意欲を高める。

・新たに付け加えた道具がある

場合は、それの使い方を紹介

し、運動への意欲を高める。

・運動の際、どんなところで事

故が起きやすいかを事前に伝

え、安全に配慮させる。 
４ 塚っ子スーパーマンサーキ 

ットを行う 
 
 
 
 
 

 

・思うように運動できない子に

運動のポイントを教え、スム

ーズな動きを目指させる。 
・新たな動きを見つけようとし

ている子どもは、大いに賞賛

し、子どもの新たな動きへの

意欲を高める。 
・新たな動きを考え出した際に

は、全員を集め、紹介するこ

とで、新たな動きを考えよう

という意欲を高める。 
・危険な運動をしていないか、

全体を見渡せる位置に教師が

立ち、安全の確保に努める。

・自分の能力に合わせて多様な

運動に取り組むことができて

いるか。 
（運動の様子）

・活動しながら、新たな動きを

つくることができたか。 
（運動の様子・発表）

５ 片づけ 
 
 
 

・危険な道具を移動する際には、

教師が補助をする。 
・毎時間の準備の時間を継続し

て測定していくことで、すば

やい準備を意識させる。 

・片づけを安全に配慮しながら

意欲的に行うことができた

か。 
（態度）

６ 本時のまとめ ・数人の子を指名し、今日の授

業の感想を言わせる。 
・次時の連絡を行う。 
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教育課程 ３体１４ 

第３学年２組体育科学習指導案 
 

平成23年11月24日（木曜）第3時限 体育館 

指導者 T1 榎 本 一 行 

          T2 中 島 菜保子 

 
１ 単 元 体つくり運動（体ほぐしの運動・多様な動きをつくる運動） 
２ 目 標  
（１） マナーを守り、互いに補助し合い、安全に気を付けながら、楽しく運動しようとすることがで

きる。                              （関心・意欲・態度） 
 （２） 自己の目標を持って計画的に運動し、様々な体の使い方を知り、多様な動きをつくることがで

きる。                                 （思考・判断） 
 （３） 自分の体を操作して、個々の能力に合わせた運動を行うことができる。      （運動） 
 
３ 指導計画 （５時間完了）○印本時 

 分／時 １ ２ ３ ④ ５ 
① 体 ほ ぐ し の 運 動 ・ 進 め 方 の 確 認

② 体力向上プログラム 
に取り組む 

ねらい１ 
5領域13種目の体力向

上運動プログラムを利用

して、多様な動きを楽しむ 

② 体力向上プログラムに取り組む 
ねらい２ 
 5領域13種目の体力向上運動プログラムを

自分のめあてを持って、難度の高い運動を行っ

たり、新しい動きを考えたりして、個々の能力

に合わせた運動に楽しみながら挑戦する 

時 

間 

配 

当 

 
１０ 
 
２０ 
 
３０ 
 
４０ ③ 整 理 運 動 ・ ま と め

 
４ 本時の指導 

（１） 目  標 ○ 安全に気を付けながら、楽しく運動することができる。 
（関心・意欲・態度） 

          ○ 基になる動きを発展させ、多様な動きをつくることができる。 （思考・判断） 
          ○ 自分の体を操作して、個々の能力に合わせた多様な運動に取り組むことができ

る。                               （運動） 
 
 （２） 準  備 （教）種目説明カード13枚、ボール多種、フラフープ、カラースティック、ケン

ステップ、マット、ポートボールの台、平均台、布、紐、コーン、鉛筆 
            取り組みカード、レベルアップカード、ヒントカード 
          （児） 学習カード 
 （３） 指導過程  

学 習 の 流 れ 教師の働きかけと支援・留意点 評    価 
１ 体ほぐしの運動をする。 
（１） 音楽に合わせて動く。 
   ・ 歩く・ランニング・ス

キップ・ハイタッチ・ギ

ャロップ・歩く。 
 
 

・ リズムに合わせて、体を移動する

ことを意識させる。 
・ 単調にならないように、いろいろ

な動きやルールを適時加える。 
・ リズムや動きの変化を楽しみなが

ら対応できる能力を伸ばす。 
 

 
 
 
 
 
 
 

4 

北名古屋市立栗島小学校【３年生】 
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２ 本時の流れを確認する。 
 ・ より難度の高い動きに挑戦

する。 
 ・ 多様な動きを考える。 
 ・ 運動の難度を高めた動きを

考える。 
 
 
 
 
３ 体力向上運動プログラムを行

う。 
（１） レベルアップ運動に取り

組んだり、自分でレベルア

ップ運動を考えたりする。 
・ 種目によっては、２人や

３人で協力して行う。 
  ・ 発展した運動を考えるこ

とができたら、その場で学

習カードに書く。 
 
 
（２） 自分の考えたレベルアッ

プ運動を発表する。 
  ・ 前半部分までで考えた運

動を、全員の前で発表する。 
  
 
 
 
（３） 発表を参考に、レベルア

ップ運動を考え、取り組む。 
・ まだやれていない種目を

中心に取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 
４ 本時のまとめをする。 
（１） 整理運動を行う。 
（２） 学習カードに書けていな

いことと振り返りを記入す

る。 
（３） 次時の予定を確認す 

る。 

・ 自分の能力に合った、より難度の

高い動きに挑戦することを確認させ

る。 
・ 安全に留意させ、けがが予測され

る運動を、やらないことを確認させ

る。 
・ 同じ運動を繰り返しやるのではな

く、多様な動きを行うことを意識さ

せる。 
 
・ 待ち時間を作らず、全種目に取り

組ませる。 
・ 複数人必要な種目は、その場で即

時にグループを作らせ、取り組ませ

る。 
・ 各自 低２種目以上発展した運動

を考えるよう割り当てておく。 
・ 説明カードのレベルアップ運動を

参考に、発展した運動を考えさせる。

・ T2は危険な運動をしていないか留

意し、安全の確保に努める。 
 
・ 考えられた部分までで発表させる。

・ 発表をもとに、まだ考えられてい

ない種目の運動を考えさせる。 
・ 児童が発展した運動を考えられな

い種目があれば、ヒントを与える。

・ 運動を、できる・考える楽しさを

味わえる雰囲気づくりに努める。 
 
・ 難易度を高くするだけでなく、よ

り楽しく動ける運動も考えさせる。

・ 使用する道具や動き、人間の距離

等の条件を多様にさせ、運動の多様

化を図らせる。 
・ 割り当てられた２種目を考えられ

た児童には、他の種目の運動を考え

させる。 
・ T2は、状況に応じて運動例を実践

するなどして支援を行う。 
 
・ 整理運動をし、呼吸を整えさせる。

・ 次時にためしたい運動を考えて書

いてもよいことを伝える。 
・ 次時では、本時で考えることがで

きなかった種目を考えることと、ま

だ50回やれていない種目に挑戦す

ることを伝える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 安全に気を付けながら、

ルールを守り楽しく運動

することができたか。 
（観察・学習カード）

8 

13 

7 

10 

3 

基になる動きを発展さ

せ、多様な動きを創ること

ができたか。 
（観察・学習カード）

自分の考えた運動を積

極的に発表できたか。 
（挙手・発表）

自分の体を操作して、

個々の能力に合わせた多

様な運動に積極的に取り

組むことができたか。 
（観察・学習カード）
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第３学年１組  体育科学習指導案 
 

                  平成２３年１１月２８日（月）第５時限 体育館  
指導者  三 輪 有 佳 里 

１ 単元 体つくり運動（多様な動きをつくる運動） 
２ 単元の目標 

（１）  多様な動きをつくる運動に進んで取り組むことができる。 
（関心・意欲・態度） 

（２）  多様な動きのつくり方を知るとともに、友達のよい動きを見つけ、自分の運動

に取り入れることができる。 
（思考・判断） 

（３） 体を動かす楽しさや心地よさを味わうとともに、体の基本的な動きができる。 
（運動） 
 

３ 指導計画（5 時間完了） ○印本時 
 分/時 １   ２ ③ ４ ５ 

① 準 備 運 動 ・ 進 め 方 の 確 認 
② 体力向上プログラ

ムに取り組む。 
 
ねらい１  
多様な動きを楽しむ。 
 
【領域】 
・移動 
・バラ 

ンス 
・力試し 

 
【領域】 
・用具の 
  操作 
・組み 

合わせ 

② 体力向上プログ

ラムに取り組む。 
 
ねらい２  
個々の能力に合わせ

た運動に楽しみなが

ら挑戦する。 
 
【領域】 
・移動 
・バランス 
・力試し 
・用具の操作 
・組み合わせ 

② 体力向上プログ

ラムに取り組む。 
 
ねらい１  
多様な動きを楽しむ。

 
【領域】 
・移動 
・力試し 
・用具の操作 
・組み合わせ 

 

② 体力向上プログ

ラムに取り組む。

 
ねらい２  
個々の運動能力に合

わせた運動に楽しみ

ながら挑戦する。 
 
【領域】 
・移動 
・力試し 
・用具の操作 
・組み合わせ 

 
 
時 
 
間 
 
配 
 
当 

  
１０ 
 
 
 
２０ 
 
 
 
 
３０ 
 
 
 
４０ 

③ 整 理 運 動 ・ ま と め 

 
４ 本時の指導 

（１） 本時の目標 
・ 安全に気をつけながら、楽しく運動することができる。（関心・意欲・態度） 
・ 基本になる動きを、さらに高めようと工夫している。（思考・判断） 
・ 自分の体を操作して、個々の能力に合わせた多様な運動に取り組むことが

できる。（運動）      
（２） 準備・資料 
   教師 ソフトバレーボール、バスケットボール、タオル、コーン、ケンパーステ

ップ、長マット、短マット、跳び箱（1 段）、仕切り板、ストップウォッチ 
   児童 学習カード 

愛西市立佐屋小学校【３年生】
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（３） 指導過程 
学習の流れ 教師の働きかけと支援・留意点 評価 

１ 準備運動をする。 
 
 
 
２ 本時の流れを確認する。 
 ・ 前時に行った動きをグ

ループで協力して高め合

う。 
 ・ 前時の記録よりも少し

でも伸ばせるように工夫

する。 

・ 服装や体調の確認をする。 
・ 伸ばすところ曲げるところをし

っかりとメリハリをつけてやる。

・ 前時で学習した５つの動きをグ

ループごとでさらに高めること

を確認する。 
・ 友だちと教え合いをしながら、

互いに動きのよいところに気付

くように声をかける。 
・ 安全に留意させ、けがが予測さ

れる運動をやらないことを確認

させる。   

 

３ 体力向上プログラムを行

う。 
（１）５つの動きをグループ

ごとで順番に取り組む。 
  ・ 時間制限内に全員が

できるように、交代を

繰り返しながら行う。 
 

・ 待ち時間を作らず、全種目に取

り組ませる。 
・ 太鼓の合図で、次の場所へ移動

する。 
・ 移動をする際は、使っていた物

を片付けてから動く。 
・ 各動きで示されたポイントに気

をつけながら動きに取り組む。 
・ 危険な運動をしていないか全体

を見渡せる位置に教師が立ち、安

全の確保に努める。 
・ 動きの高めてられている児童に

は、具体的にどんな部分が良いの

かを述べ、褒める。 
・ 上手くできない児童には、助言

をしてやり、周りの児童にも支援

してもらう。 

 

４ 本時のまとめをする。 
（１）学習カードに振り返り

を記入する。 
 
 
 
（２）整理運動を行う。 
 
 
 
 
（３）次時の予定を確認する。 

・ 本時の自己記録を学習カードに

記入させる。 
・ ５つの動きをした中で、自分な

りに工夫をしたことを感想とし

てまとめる。 
・ 感想を全体で共有する。 
・ 整理運動をし、体調を整える。

・ けがや体調が崩れていないか確

認をする。 
・ 次時では、新しい運動を学習す

ることを伝える。 
 

 

 

自 分 の体 を 操作 し

て、個々の能力に合

わせた多様な運動に

取り組むことができ

たか。 
（観察・学習カード）

基本になる動きを、

さらに高めようと工

夫していたか。 
（観察・学習カード）

安全に気をつけなが

ら、ルールを守り楽

しく運動することが

できたか。 
（観察・学習カード）
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 蒲郡市立大塚小学校資料  

 

塚っ子スーパーマンサーキット 体育館配置図 

舞台そで ステージ上 
１０ ひっぱり合戦 
（力試し） 

舞台そで 

６ ぼうっとしていられない 
（体の移動） 

１ お手玉ケンケン 
（体のバランス） 

 
 
 
 
５ ぼう跳び 
（用具の操作） 

７ まわってじゃんけん

（体のバランス） 

９ ジグザグ島とび 
（体の移動） 

２ トンネルくぐり 
（力試し） 

 
 
 
 
４ いろいろキャッチ 
（用具の操作） 

３ ラインわたり（体のバランス） 

８ バランスボールとばし 
（用具の操作） 
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運動の種類

⑫．タオルでキャッチ
（組合せ）

・バスタオル　４
・ドッジボール　４

・布　４
・かご　１

⑬．丸太わたり
（バランス）

・平均台　２
・固定フープ　５セット
・ポール設置台　８

・マット　５

⑩．あんたがたどこさ
（体の移動）

・ロープ　３
・歌詞カード　３

・かご　１

①．からだ時計
（力試し）

・時間を示したカード　１０

②．リアクションキャッチ
（組合せ）

・ポートボールの台　２
・ドッジボール　３

・スポンジボール　５
・かご　１

③．フープ回し
（用具の操作）

・　フープ　小６
　　　　　　　大６

⑦．ケンパーステップ
（体の移動）

・リング　８×３色（赤・青・黄）
２コース

・白いリング　１６こ（予備）

⑤．リアクションターン
（バランス）

・マット　３
・ポートボールの台　２

・ドッジボール　３
・スポンジボール　４

⑥．ツーボールパス
（用具の操作）

・ドッジボール　４
・バスケットボール　２

・かご　１

⑨．２人でせえの
（バランス）

・マット　４

北名古屋市立栗島小学校資料

⑪．棒っとしていられない
（体の移動・低学年）

・カラースティック　６

北名古屋市立栗島小学校
体力向上運動プログラム体育館設置図

⑧．バウンドスロー
（用具の操作）

・スポンジボール　８
・テニスボール４

・かご　１

④．3人相撲
（力試し）

 ・３つ又の綱　２
・赤コーン　　６

バランス　３
移動　　　３
用具　　　３
力試し　　３
組合せ　　２

ス　　　　テ　　　　ー　　　　ジ

ボ
ー

ル
か
ご

（
多
種
多
数

の
ボ
ー

ル

）
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 愛西市立佐屋小学校資料  

体育館設置図               

ステージ 

 

 

 

リアクションターン 

（バランス） 

 

 

 

 

 

 

 

ジグザグ島とび 

（体の移動） 

・ 長マット １ 

・ 短マット １ 

・ 跳び箱（1 段） １ 

・ 仕切り板 １ 

・ ケンパーステップ ６ 

 

 

からだ時計 

（力試し） 

・ ストップウォッチ １ 

 

 

ツーボールパス 

（用具の操作） 

・ ドッジボール ８ 

・ かご １ 

 

 

タオルでキャッチ 

（組み合わせ） 

・ ソフトバレーボール １ 

・ バスタオル ４ 

・ かご １ 
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１． からだ時計
ど け い

（力だめし） 

 

やり方   

腕
うで

立て
た  

の姿勢
し せ い

で、２人のつま先を合わせ
あ   

、

腕
うで

だけでお互い
  たが  

に移動
い ど う

して時間
じ か ん

を作ろう
つく    

。 

 

ポイント   

姿勢
し せ い

をくずさないように頑張ろう
がんば    

。 

 

レベルアップ  

 １．追いかけっこ
お      

 

（時計のまま鬼ごっこ
おに      

をしよう。）  

 

 

 

【児童用説明用紙】 
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２． リアクションキャッチ 

（運動
うんどう

の組み合わせ
く  あ   

） 

 

やり方  

どちらか一方
いっぽう

の手から落とされた
お     

物
もの

を、

床
ゆか

に落ちる
お   

前
まえ

にキャッチしよう。 

 

ポイント  

すばやくキャッチしよう。 

 

レベルアップ 

１． 落とす
お   

物
もの

を変えて
か   

みよう。     

２． キャッチする人の距離
き ょ り

を変えて
か   

み

よう。  
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３． フープ回し
ま わ  

（用具
よ う ぐ

の操作
そ う さ

） 

 

やり方 

 体
からだ

のいろいろなところを使って
つか   

、フープ

を回そう
まわ    

。 

 

ポイント 

 こし、手、足、首
くび

など体
からだ

のいろいろなと

ころで回そう。 

 

レベルアップ 

１． ２つのフープを回そう
まわ    

。 

２． 体
からだ

のいろいろなところで回して
まわ    

みよう。いろんなポーズをとって。 
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４． ３人ずもう（力だめし） 

 

やり方 

三つ
み  

又
また

のロープを３人で持ち
も  

、自分の

陣地
じ ん ち

（コーン）まで引っ張り合う
ひ  ぱ  あ  

。 

 

ポイント 

こしをしっかり落とし
お   

ふんばる。 

ロープをはった状態
じょうたい

から引き始める

（けが防止
ぼ う し

）。 

 

レベルアップ 

１． コーンに位置
い ち

を遠く
とお  

にしてみよう。 

２． いろんな人と対戦
たいせん

しよう。    
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５． リアクションターン（体のバランス） 

 

やり方 

あお向け
  む  

の姿勢
し せ い

から、上から落ちて
お   

くる

物
もの

に当たらないように姿勢
し せ い

を変える
か   

。 

 

ポイント 

 すばやく転
ころ

がるイメージで。 

 

レベルアップ 

１． 落
お

とす物を変
か

えよう。 

２． 転
ころ

がる向
む

きを変
か

えてみよう。 
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６． ツーボールパス（用具
よ う ぐ

の操作
そ う さ

） 

 

やり方 

 お互
たが

いにボールを持
も

ち、ボールが当たら

ないようにパスし合う。 

 

ポイント 

 お互い
 た が  

にタイミングを合わせよう。 

 声
こえ

をかけるのもいいかも。 

 

レベルアップ 

１． 投げる
な   

ボールの種類
しゅるい

を変えて
か   

みよ

う。 

２． ２人の距離
き ょ り

を変えて
か   

みよう。    
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７． ケンパーステップ（体の移動
い ど う

） 

 

やり方 

３ 色
しょく

の輪
わ

をランダムに置き
お  

、色
いろ

ごとに

決めた
き   

とび方
  か た

で輪
わ

の中
なか

をとんでいく。 

 

ポイント  

次にとびたい方向
ほうこう

へ体
からだ

を向けよう
む    

。 

  ジャンプの時
とき

にうでをふろう。 

 

レベルアップ 

１． 右足だけでとんでみよう。（赤） 

２． 色のルールを変
か

えてとんでみよう。 
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８． バウンドスロー（用具
よ う ぐ

の操作
そ う さ

） 

 

 やり方 

  床
ゆか

にボールを打ち付け高くバウンドさせ

る。 

  相手
あ い て

の胸元
むなもと

にはずむワンバウンドボール

を投げる。 

 

 ポイント 

  相手
あ い て

との距離
き ょ り

を考え
かんが  

た、キャッチしやす

いボールコントロール。 

 

 レベルアップ 

１． ２人の距離
き ょ り

を変えてみよう。 

２． 壁
かべ

を使って
つか   

パスをしてみよう。 
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９． ２人でせえの（体のバランス） 

 

 やり方 

背中合わせ
せ な か あ    

で座った
すわ   

姿勢
し せ い

から、背中
せ な か

でお

す感覚
かんかく

を感じながら
かん       

立ったりすわったりす

る。 

 

 ポイント 

二人
ふ た り

の力
ちから

を同じ
お な  

ぐらいにして、バランス

を保とう
たも   

。 

 

 レベルアップ 

１． 手を組んで
く   

立とう。 

２． 背中
せ な か

にボールをはさんで立って
た   

み

よう。 
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１０． あんたがたどこさ（体の移動
い ど う

） 

 

 やり方 

「あんたがたどこさ」の歌に合わせて、

決められたルールに左右前後
さ ゆ う ぜ ん ご

にとぶ。 

 

 ポイント 

リズムに遅れ
おく  

ないようにしよう。 

  「さ」の時に前にとぶことを意識
い し き

いよう。 

 

 レベルアップ 

１． ペアでやってみよう。 

２． ロープをとんでみよう。 
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１１． 棒
ぼう

っとしていられない（体の移動
い ど う

） 

 

 やり方 

  立てた体操
たいそう

棒
ぼう

をたおれる前にキャッチす

る。 

 ポイント 

体操
たいそう

棒
ぼう

をできるだけまっすぐ立てて手を

はなす。 

  こしの低い
ひ く  

姿勢
し せ い

からのダッシュ。 

 

 レベルアップ 

１． ２人の距離
き ょ り

を離そう
はな   

。 

２． １人
ひ と り

１本
いっぽん

棒
ぼう

を持って入れ替わ
い  か  

って

みよう。 
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１２． タ オ ル で キ ャ ッ チ （ 運動
うんどう

の

組み合わせ
く  あ   

） 

 

 やり方 

２人で持
も

ったバスタオルの上にボールを

のせ、タイミングを合わせてボールをとば

したり、移動
い ど う

してキャッチしたりする。 

 

 ポイント 

  ２人の力を入れるタイミングを合わせる。 

  ボールが落ちる場所をよそくしよう。 

 

 レベルアップ 

１． ボールを変えてみよう。 

２． 別
べつ

のペアとボールをパスし合おう。 
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１３． 丸太
ま る た

わたり（体のバランス） 

 

 やり方 

  平均
へいきん

台
だい

をわたりながら、大小のフープを

くぐる。 

 

 ポイント 

  左右
さ ゆ う

のバランスをくずさないようにしよ

う。 

 

 レベルアップ 

１． フープの高さや場所を変えてみよ

う。 

２． 四足
よつあし

でわたってみよう。 
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子
ど
も
の
体
力
向
上
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
報
告
書
 

 
岡

崎
市

立
矢

作
北

小
学

校
 

１
１

月
２

１
日

 
月

曜
 

 
３

限
 

 
 

１
年

 
１

組
 

 
 

授
業

者
：

野
村

 
博

紀
 

 
 

 
協

力
校

委
員

：
野

村
 

博
紀

 
 

 
 

 
 

 
 

※
子

ど
も

た
ち

の
様

子
―

に
こ

に
こ
指

数
の

（
 

）
内

の
数

値
は
平

均
（

と
て

も
楽

し
か

っ
た
４

 
ま

あ
ま

あ
楽

し
か
っ

た
３

 
あ

ま
り

楽
し

く
な

か
っ
た

２
 

楽
し

く
な

か
っ

た
１
）

 
子

ど
も

た
ち

の
様

子
 

（
５

･４
･３

･２
･１

で
評

価
）

 

種 目 №
 

運
動

の
種

目
 

種
目

の
総

合
評

価
 

Ａ
･
Ｂ

･Ｃ
 

に
こ

に
こ

指
数

 
チ

ャ
レ

ン
ジ

指数
 

や
っ

て
み

て
気

付
い

た
こ

と
・

子
ど

も
た

ち
の

様
子

 

工
夫

し
て

み
た

こ
と

・
率

直
な

感
想

な
ど

・
・

・
・

 

授
業

で
何

分
く

ら
い

行
っ

た
か

 

授
業

で
何

回
く

ら
い

行
っ

た
か

 

必
要

器
具

・

物
品

等
 

１
 

体
の

移
動

 

「
棒

っ
と

し
て

い
ら

れ
な

い
」

 
Ａ

 
５

 

（
3
.
8）

 
５

 

１
６

本
の

体
操

棒
を

使
い

２
人

１
本

で
行

っ
た

。
１

人
が

体
操

棒
を

垂
直

に

立
て

て
手

を
離

す
の

だ
が

、
な

か
な

か
垂

直
に

立
て

る
こ

と
が

で
き

ず
、

す

ぐ
に

倒
し

て
し

ま
う

子
供

も
い

た
。

子
供

た
ち

は
声

を
は

り
あ

げ
楽

し
ん

で

い
た

。
 

５
分

 

  

１
回

 

何
度

も

繰
り

返

し
た

 

カ
ラ

ー
ス

テ
ィ

ッ
ク

 

  

２
 

体
の

バ
ラ

ン
ス

 

「
ま

わ
っ

て
じ

ゃ
ん

け
ん

」
 

Ａ
 

５
 

（
3
.
8）

 
５

 

片
足

を
軸

に
し

て
じ

ゃ
ん

け
ん

を
し

た
り

、
両

足
で

ジ
ャ

ン
プ

し
た

り
し

て

回
転

し
行

っ
た

。
教

師
対

子
供

の
じ
ゃ

ん
け

ん
が

盛
り

上
が

っ
た
。

 

３
分

 

  

１
回

 

何
度

も

繰
り

返

し
た

 

   

３
 

体
の

バ
ラ

ン
ス

 

「
ケ

ン
ケ

ン
」

 
Ｂ

 
４

 

（
４

）
 

４
 

玉
入

れ
の

玉
を

ば
ら

ま
き

行
っ

た
。

３
～

６
ま

で
の

運
動

を
サ

ー
キ

ッ
ト

形

式
で

行
っ

た
の

で
、

早
く

次
の

運
動

へ
行

こ
う

と
、

ケ
ン

ケ
ン

に
な

ら
な

か

っ
た

り
、

玉
を

ふ
ん

だ
り

け
っ

た
り

し
て

、
て

い
ね

い
に

運
動

す
る

こ
と

は

で
き

ず
、

進
行

方
向

に
体

を
傾

け
る
ね

ら
い

に
は

届
か

な
か

っ
た
。

 

   

数
回

 

サ
ー

キ

ッ
ト

形

式
 

玉
入

れ
の

た
ま

 

  

４
 

体
の

移
動

 

「
ジ

グ
ザ

グ
島

と
び

」
 

Ｂ
 

５
 

（
４

）
 

５
 

跳
び

箱
を

２
つ

用
意

し
、

跳
び

箱
か

ら
ス

テ
ー

ジ
へ

跳
び

乗
る

よ
う

に
し

た

が
、

跳
び

箱
が

２
つ

し
か

な
い

た
め

、
跳

び
箱

の
前

で
並

ん
で

し
ま

い
、

助

走
し

て
調

子
よ

く
跳

び
箱

、
ス

テ
ー

ジ
に

乗
る

こ
と

は
で

き
な

か
っ

た
。

ま

た
、

急
い

で
跳

び
箱

び
向

か
い

、
ケ

ン
ス

テ
ッ

プ
か

ら
出

て
、

助
走

す
る

子

供
も

多
か

っ
た

。
 

   

数
回

 

サ
ー

キ

ッ
ト

形

式
 

 

跳
び

箱
 

マ
ッ

ト
 

ケ
ン
ス

テ
ッ

プ
 

フ
ラ

フ
ー

プ
 

５
 

体
の

バ
ラ

ン
ス

 

「
モ

ー
グ

ル
マ

ッ
ト

」
 

Ａ
 

５
 

（
3
.
8）

 
５

 

横
回

り
前

転
や

後
転

を
楽

し
く

行
っ

て
い

た
。

山
の

前
や

山
の

て
っ

ぺ
ん

か

ら
回

っ
た

り
、

で
こ

を
マ

ッ
ト

に
つ

け
回

っ
た

り
す

る
子

供
も

お
り

、
危

険

な
の

で
そ

ば
に

つ
い

て
い

な
い

と
心
配

な
面
も
あ

っ
た

。
 

 
数

回
 

サ
ー
キ

ッ

ト
形
式

 

マ
ッ

ト
 

ボ
ー

ル
 

ロ
イ

タ
ー

版
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６
 

体
の

バ
ラ

ン
ス

 

「
ラ

イ
ン

渡
り

」
 

Ａ
 

５
 

（
3
.
9）

 
５

 

他
の

ク
ラ

ス
で

、
２

本
の

平
均

台
に

足
を

交
差

さ
せ

進
む

運
動

を
行

っ
た

と

こ
ろ

、
平

均
台

か
ら

落
ち

て
し

ま
う

子
供

が
続

出
し

、
平

均
台

の
下

に
マ

ッ

ト
を

引
い

た
。

こ
の

ク
ラ

ス
で

は
、

初
に
手

と
足

を
使

っ
て

平
均

台
を

進

む
よ

う
に

指
示

し
た

。
後

ろ
向

き
や
横

歩
き

な
ど

、
工

夫
が

み
ら
れ

た
。

 

平
均

台
が

２
つ

し
か

な
い

た
め

、
順

番
待

ち
の

子
供

が
い

た
が

、
要

領
の

よ

い
子

供
は

、
す

い
て

い
る

運
動

の
方
へ

行
っ

た
。

 

 
数

回
 

サ
ー

キ

ッ
ト

形

式
 

な
わ

 

平
均

台
 

マ
ッ

ト
 

 ※
３

～
６

の
運

動
を

サ
ー

キ
ッ

ト
形
式
（

約
20

分
）
で
行
っ

た
の
で
、
一
つ

ず
つ
の

運
動

に
丁
寧

さ
が

欠
け

、
各

運
動

の
ね
ら

い
か

ら
や

や
は

ず
れ

て
し
ま

っ
た

よ
う

に
感

じ
る

。
運

動
量

は
確

保
で

き
た

。
 

※
１

年
生

と
い

う
こ

と
で

、
集

合
時

間
や

説
明

な
ど

で
時
間

を
と

っ
て

し
ま

っ
た

。
ま
た

、
サ

ー
キ

ッ
ト

形
式

の
途
中

で
も
、

集
合

さ
せ

、
注

意
や

ポ
イ

ン
ト

の
確

認
な

ど
を
行

い
時

間
を

と
る

必
要

が
あ

っ
た

。
 

※
授

業
前

の
放

課
が

5
分
と
短

く
、
準
備

や
片

づ
け

の
時
間

を
確
保

す
る

こ
と

が
難

し
い

。
ま

た
、
低

学
年

は
重

い
マ

ッ
ト
や

セ
ー

フ
テ

ィ
ー

マ
ッ

ト
、
平
均

台
を

運
ぶ

こ
と
が

で
き
ず
、
担
任

1
人

で
の
準

備
は

時
間

が
か

か
る

。
 

※
た

く
さ

ん
の

種
類

の
運

動
を

取
り
入

れ
た

め
に

、
場

の
工

夫
が
必

要
だ

と
感

じ
た

。
 

※
子

供
た

ち
は

、
ど

の
運

動
も

夢
中
に

な
っ

て
行

う
こ

と
が

で
き
た

。
 

              

-30-



子
ど

も
の

体
力

向
上

運
動

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
践

報
告

書
 

 
岡

崎
市

立
矢

作
北

小
学

校
 

１
１

月
２

５
日

 
金

曜
 

 
３

限
 

 
 

１
年

 
１

組
 

 
 

授
業

者
：

野
村

 
博

紀
 

 
 

 
協

力
校

委
員

：
野

村
 

博
紀

 
 

 
 

 
 

 
 

※
子

ど
も

た
ち

の
様

子
―

に
こ

に
こ
指

数
の

（
 

）
内

の
数

値
は
平

均
（

と
て

も
楽

し
か

っ
た
４

 
ま

あ
ま

あ
楽

し
か
っ

た
３

 
あ

ま
り

楽
し

く
な

か
っ
た

２
 

楽
し

く
な

か
っ

た
１
）

 
子

ど
も

た
ち

の
様

子
 

（
５

･４
･３

･２
･１

で
評

価
）

 

種 目 №
 

運
動

の
種

目
 

種
目

の
総

合
評

価
 

Ａ
･
Ｂ

･Ｃ
 

に
こ

に
こ

指
数

 
チ

ャ
レ

ン
ジ

指数
 

や
っ

て
み

て
気

付
い

た
こ

と
・

子
ど

も
た

ち
の

様
子

 

工
夫

し
て

み
た

こ
と

・
率

直
な

感
想

な
ど

・
・

・
・

 

授
業

で
何

分
く

ら
い

行
っ

た
か

 

授
業

で
何

回
く

ら
い

行
っ

た
か

 

必
要

器
具

・

物
品

等
 

１
 

用
具

の
操

作
 

「
い

ろ
い

ろ
キ

ャ
ッ

チ
」

 

  

Ａ
 

５
 

（
3
.
9）

 
４

 

玉
入

れ
の

玉
は

形
が

変
化

す
る

の
で

、
探

検
バ

ッ
グ

の
板

に
乗

せ
る

こ
と

が

で
き

る
子

供
が

多
か

っ
た

。
し

か
し
、
投
げ

る
こ
と

が
難
し

い
子
供

も
お

り
、

ペ
ア

が
う

ま
く

い
か

な
い

と
、

す
ね
て

し
ま

う
子

も
い

た
。

 

６
分

 

  

１
回

 

交
代

に

何
度

も

行
っ

た
 

玉
入

れ
の

玉
 

探
検

バ
ッ

グ
 

 

２
 

体
の

移
動

 

「
ジ

グ
ザ

グ
島

と
び

」
 

２
回

目
 

  

Ａ
 

５
 

（
４

）
 

５
 

サ
ー

ク
ル

形
式

で
は

な
く

、
も

う
一

度
運

動
の

ポ
イ

ン
ト

を
確

認
し

て
か

ら

行
っ

た
。

笛
の

合
図

で
ス

タ
ー

ト
し

た
の

で
、

助
走

を
つ

け
跳

び
箱

や
ス

テ

ー
ジ

に
跳

び
乗

る
こ

と
が

で
き

た
。

し
か

し
、

相
変

わ
ら

ず
ケ

ン
ス

テ
ッ

プ

を
気

に
せ

ず
進

む
子

供
も

い
た

。
片

足
、

両
足

な
ど

自
分

で
進

み
た

い
方

法

で
進

ん
だ

。
跳

び
箱

か
ら

ス
テ

ー
ジ

へ
跳

び
乗

る
と

き
落

ち
て

首
を

痛
め

た

子
供

も
い

た
。

 

１
０

分
 

  

１
回

 

  

跳
び

箱
 

マ
ッ

ト
 

ケ
ン
ス

テ
ッ

プ
 

フ
ラ

フ
ー

プ
 

  

３
 

体
の

バ
ラ

ン
ス

 

「
モ

ー
グ

ル
マ

ッ
ト

」
 

２
回

目
 

Ａ
 

５
 

（
3
.
9）

 
５

 

２
回

目
と

い
う

こ
と

も
あ

り
、

ス
ム

ー
ズ

に
行

く
こ

と
が

で
き

た
。

慣
れ

て

き
た

せ
い

か
、

頭
を

つ
け

ず
に

く
る

っ
と

回
っ

て
せ

な
か

が
つ

い
て

回
る

子

供
も

い
た

。
頭

を
打

ち
そ

う
で

、
ま
ね
を
し

よ
う

と
し

た
子

供
は
と

め
た

。
 

１
０

分
 

  

１
回

 

  

マ
ッ

ト
 

ボ
ー

ル
 

ロ
イ

タ
ー

版
 

跳
び

箱
 

４
 

体
の

バ
ラ

ン
ス

 

「
ラ

イ
ン

渡
り

」
 

２
回

目
 

Ａ
 

５
 

（
3
.
9）

 
５

 

手
を

離
し

て
、

進
ん

で
よ

し
と

し
、

進
み

方
の

種
類

が
増

え
た

。
な

わ
が

１

本
、

平
均

台
が

２
本

で
、

１
人

ず
つ

し
か

で
き

な
い

の
で

、
時

間
が

か
か

っ

た
。

 

１
０

分
 

  

   

な
わ

 

平
均

台
 

マ
ッ

ト
 

 ※
今

回
は

サ
ー

キ
ッ

ト
形

式
を

や
め
、

一
つ

ず
つ

運
動

の
仕

方
を
確

認
し

行
っ

た
。

運
動

量
は
前

回
よ

り
も

減
っ

た
が

、
動
き

は
少

し
ず

つ
て

い
ね

い
に
な

っ
て

き
た

。
時

間
が

か
か
っ

た
。
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子
ど

も
の

体
力

向
上

運
動

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
践

報
告

書
 

 
岡

崎
市

立
矢

作
北

小
学

校
 

１
１

月
３

０
日

 
水

曜
 

 
２

限
 

 
 

１
年

 
１

組
 

 
 

授
業

者
：

野
村

 
博

紀
 

 
 

 
協

力
校

委
員

：
野

村
 

博
紀

 
 

 
 

 
 

 
 

※
子

ど
も

た
ち

の
様

子
―

に
こ

に
こ
指

数
の

（
 

）
内

の
数

値
は
平

均
（

と
て

も
楽

し
か

っ
た
４

 
ま

あ
ま

あ
楽

し
か
っ

た
３

 
あ

ま
り

楽
し

く
な

か
っ
た

２
 

楽
し

く
な

か
っ

た
１
）

 
子

ど
も

た
ち

の
様

子
 

（
５

･４
･３

･２
･１

で
評

価
）

 

種 目 №
 

運
動

の
種

目
 

種
目

の
総

合
評

価
 

Ａ
･
Ｂ

･Ｃ
 

に
こ

に
こ

指
数

 
チ

ャ
レ

ン
ジ

指数
 

や
っ

て
み

て
気

付
い

た
こ

と
・

子
ど

も
た

ち
の

様
子

 

工
夫

し
て

み
た

こ
と

・
率

直
な

感
想

な
ど

・
・

・
・

 

授
業

で
何

分
く

ら
い

行
っ

た
か

 

授
業

で
何

回
く

ら
い

行
っ

た
か

 

必
要

器
具

・

物
品

等
 

１
 

用
具

の
操

作
 

「
長

な
わ

く
ぐ

り
」

 

  
Ｂ

 
５

 

（
４

）
 

５
 

大
波

小
波

で
は

、
う

ま
く

通
り

抜
け

る
こ

と
が

で
き

ず
、

首
や

胸
に

引
っ

か

か
っ

た
ま

ま
通

り
抜

け
よ

う
と

し
、
転

ん
で
し

ま
う

子
が
い

た
。
回

旋
で

は
、

か
ぶ

り
な

わ
は

ス
ム

ー
ズ

に
通

り
抜

け
る

こ
と

が
で

き
る

子
供

が
多

か
っ

た

が
、

む
か

え
な

わ
に

な
る

と
な

か
な

か
な

わ
の

中
に

入
れ

ず
、

時
間

の
か

か

る
子

供
が

多
か

っ
た

。
タ

イ
ミ

ン
グ

を
つ

か
ま

せ
よ

う
と

声
を

出
し

た
が

、

声
に

あ
わ

せ
て

な
わ

に
入

る
こ

と
が
で

き
な

い
。

 

１
０

分
 

  

１
回

 

  

長
な

わ
 

長
な
わ

固
定

器
 

 

２
 

力
試

し
 

「
マ

ッ
ト

で
ボ

ー
ル

送
り

」
 

   

Ａ
 

５
 

（
3
.
9）

 
５

 

あ
ら

か
じ

め
４

人
組

を
考

え
て

い
た

が
、

場
所

を
移

動
さ

せ
た

り
マ

ッ
ト

を

渡
し

た
り

し
た

と
き

に
、

組
が

ば
ら

ば
ら

に
な

り
、

運
動

に
入

る
前

に
時

間

が
か

か
っ

た
。

マ
ッ

ト
を

少
し

の
ば

せ
ば

い
い

の
だ

が
、

マ
ッ

ト
の

真
ん

中

が
下

が
り

、
初

は
思

う
よ

う
に

ボ
ー
ル

を
運

ぶ
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。

声
を

か
け

あ
い

、
真

剣
に

行
っ

て
い

た
。

試
行

錯
誤

し
て

い
る

う
ち

に
、

で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

組
が

増
え

た
。

 

１
０

分
 

  

１
回

 

  

マ
ッ

ト
 

番
号

の
書

い
た紙

 

 

３
 

体
の

バ
ラ

ン
ス

 

「
ゆ

り
か

ご
か

ら
じ

ゃ
ん

け

ん
」

 

   

Ａ
 

５
 

（
3
.
8）

 
５

 

４
人

対
４

人
で

、
ゆ

り
か

ご
じ

ゃ
ん

け
ん

を
し

、
じ

ゃ
ん

け
ん

に
勝

っ
た

ら

残
り

、
負

け
た

ら
次

の
友

だ
ち

と
交

代
し

、
あ

い
こ

だ
っ

た
ら

二
人

と
も

交

代
す

る
よ

う
に

し
た

。「
ゆ

り
か

ご
じ
ゃ
ん
け

ん
、
じ
ゃ

ん
け

ん
ぽ
い

」
の

声

に
合

わ
せ

て
行

っ
た

が
、

声
に

合
わ

せ
ら

れ
ず

、
ゆ

り
か

ご
の

起
き

上
が

る

タ
イ

ミ
ン

グ
と

じ
ゃ

ん
け

ん
の

タ
イ

ミ
ン

グ
が

ず
れ

る
子

供
も

い
た

が
、

た

い
へ

ん
盛

り
上

が
っ

た
。

 

１
０

分
 

  

１
回

 

  

マ
ッ

ト
 

  

※
担

任
が

１
人

で
体

育
の

授
業

を
行
う

と
い

う
形

を
と

る
た

め
、
長

な
わ

は
固

定
器

具
に

つ
け
て

、
１

人
で

回
し

た
。

 
※

マ
ッ
ト

の
準

備
や

セ
ッ

テ
ィ

ン
グ
の

変
更

、
子

供
た

ち
の

場
所
移

動
や

グ
ル

ー
プ

作
り

で
時
間

を
と

っ
て

し
ま

っ
た

。
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子
ど

も
の

体
力

向
上

運
動

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
践

報
告

書
 

 
岡

崎
市

立
矢

作
北

小
学

校
 

１
２

月
 

２
日

 
金

曜
 

 
３

限
 

 
 

１
年

 
１

組
 

 
 

授
業

者
：

野
村

 
博

紀
 

 
 

 
協

力
校

委
員

：
野

村
 

博
紀

 
 

 
 

 
 

 
 

※
子

ど
も

た
ち

の
様

子
―

に
こ

に
こ
指

数
の

（
 

）
内

の
数

値
は
平

均
（

と
て

も
楽

し
か

っ
た
４

 
ま

あ
ま

あ
楽

し
か
っ

た
３

 
あ

ま
り

楽
し

く
な

か
っ
た

２
 

楽
し

く
な

か
っ

た
１
）

 
子

ど
も

た
ち

の
様

子
 

（
５

･４
･３

･２
･１

で
評

価
）

 

種 目 №
 

運
動

の
種

目
 

種
目

の
総

合
評

価
 

Ａ
･
Ｂ

･Ｃ
 

に
こ

に
こ

指
数

 
チ

ャ
レ

ン
ジ

指数
 

や
っ

て
み

て
気

付
い

た
こ

と
・

子
ど

も
た

ち
の

様
子

 

工
夫

し
て

み
た

こ
と

・
率

直
な

感
想

な
ど

・
・

・
・

 

授
業

で
何

分
く

ら
い

行
っ

た
か

 

授
業

で
何

回
く

ら
い

行
っ

た
か

 

必
要

器
具

・

物
品

等
 

１
 

用
具

の
操

作
 

「
ぐ

る
ぐ

る
飛

ば
し

・
バ

ウ

ン
ド

ジ
ャ

ン
プ

」
 

  

Ａ
 

５
 

（
４

）
 

５
 

長
い

靴
下

（
１

０
０

円
シ

ョ
ッ

プ
）

に
テ

ニ
ス

ボ
ー

ル
を

入
れ

て
投

げ
た

。

腕
を

大
き

く
行

き
お

い
よ

く
回

し
て

か
ら

投
げ

て
い

た
が

、
上

か
ら

下
へ

逆

に
回

し
て

い
る

子
供

も
お

り
、

前
へ

投
げ

る
と

き
一

度
腕

の
振

り
を

と
め

、

下
か

ら
投

げ
て

い
た

。
ひ

じ
だ

け
で

回
し

て
投

げ
て

い
る

子
供

も
い

た
。

初

め
て

の
動

き
で

、
夢

中
に

な
っ

て
投
げ

て
い

た
。

 

ペ
ア

に
向

か
っ

て
、

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

を
バ

ウ
ン

ド
さ

せ
た

。
な

か
な

か
届

か

な
い

子
供

や
床

に
た

た
き

つ
け

ら
れ
な
い
子

供
も

い
た

。「
先

生
の
よ

う
に
、

ボ
ー

ル
が

床
に

あ
た

っ
た

と
き

、
バ

ン
、

と
大

き
な

音
が

す
る

よ
う

に
た

た

き
つ

け
よ

う
」

と
声

を
か

け
た

ら
、

体
全

体
で

ボ
ー

ル
を

床
に

た
た

き
つ

け

る
子

供
が

多
く

な
っ

た
。

 

 

１
０

分
 

  

１
回

 

交
代

に

何
度

も

行
っ

た
 

 

靴
下

 

テ
ニ
ス

ボ
ー

ル
 

バ
レ
ー

ボ
ー

ル
 

  

２
 

用
具

の
操

作
 

「
い

ろ
い

ろ
キ

ャ
ッ

チ
」

 

   
Ｂ

 
４

 

（
3
.
9）

 
５

 

下
敷

き
の

上
に

、
投

げ
ら

れ
た

玉
入

れ
の

玉
を

乗
せ

る
よ

う
に

し
た

。
下

敷

き
を

用
意

さ
せ

た
と

き
、

下
敷

き
を

ブ
ー

メ
ラ

ン
の

よ
う

に
投

げ
始

め
た

子

供
が

お
り

、
た

い
へ

ん
危

険
で

あ
っ

た
。

前
回

、
探

検
バ

ッ
グ

で
行

っ
た

の

が
、

探
検

バ
ッ

グ
の

方
が

大
き

い
し

曲
が

ら
な

い
の

で
受

け
や

す
い

か
も

し

れ
な

い
。

ま
た

、
探

検
バ

ッ
グ

を
投

げ
る

子
供

は
い

な
い

と
考

え
る

か
ら

安

全
。

 

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

を
上

に
上

げ
、

手
を

２
回

た
た

い
て

キ
ャ

ッ
チ

を
し

た
。

上

手
な

子
供

は
、

３
、

４
回

た
た

い
て
い

た
。

 

 

１
０

分
 

  

１
回

 

交
代

に

何
度

も

行
っ

た
 

   

下
敷

き
 

玉
入

れ
の

玉
 

バ
レ
ー

ボ
ー

ル
 

-33-



３
 

用
具

の
操

作
 

「
バ

ラ
ン

ス
ボ

ー
ル

飛
ば

し
」

 

   

Ａ
 

５
 

（
3
.
8）

 
５

 

６
組

に
分

け
、

２
組

で
１

つ
バ

ラ
ン

ス
ボ

ー
ル

を
使

っ
た

。
パ

ス
の

練
習

の

よ
う

に
順

番
に

け
っ

た
。

大
き

な
ボ

ー
ル

と
い

う
こ

と
も

あ
り

、
夢

中
に

な

っ
て

け
っ

て
い

た
。

 

バ
ラ

ン
ス

ボ
ー

ル
を

バ
ッ

ト
で

打
っ

た
と

き
、

バ
ッ

ト
が

ボ
ー

ル
に

跳
ね

返

さ
れ

、
顔

に
当

た
っ

た
子

供
が

数
人

い
た

。
ま

た
、

手
を

痛
め

た
子

供
も

１

人
い

た
。

１
年

生
の

子
供

に
よ

っ
て

は
、

思
い

っ
き

り
打

つ
と

、
バ

ッ
ト

が

振
り

切
れ

ず
に

跳
ね

返
っ

て
し

ま
う

こ
と

も
あ

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
な

る

べ
く

下
の

方
を

ね
ら

っ
て

打
つ

よ
う
に

助
言
し
た

。
 

 

１
０

分
 

  

１
回

 

交
代

に

何
度

も

行
っ

た
 

   

バ
ラ

ン
ス

ボ
ール

 

ご
み

箱
 

テ
ィ

ー
ボ

ー

ル
用

バ
ッ

ト
 

 

４
 

力
試

し
 

「
引

っ
張

り
合

戦
」

 

 
Ｂ

 
４

 

（
3
.
8）

 
４

 

勢
い

よ
く

引
っ

張
り

始
め

な
い

と
い
う

こ
と

が
難

し
か

っ
た

。
 

タ
オ

ル
が

離
れ

、
危

険
な

面
も

あ
っ
た

。
 

 

５
分

 

  

１
回

 

交
代

に

何
度

も

行
っ

た
 

タ
オ

ル
 

  

 ※
新

し
い

運
動

や
用

具
が

あ
り

、
夢
中

に
な

っ
て

楽
し

ん
で

い
た
。

し
か

し
、

用
具

の
使

い
方
に

よ
っ

て
は

、
危

険
な

こ
と
も

あ
る

こ
と

を
感

じ
た

。
 

※
低

学
年

の
ア

ド
バ

イ
ス

と
し

て
、「

～
の

よ
う

な
音

が
す
る

よ
う
に

～
を

し
て

み
よ

う
」

で
動
き

が
か

わ
り

、
音

も
有

効
で
あ
る
こ

と
を

実
感

し
た

。
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子
ど

も
の

体
力

向
上

運
動

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
践

報
告

書
 

 
岡

崎
市

立
矢

作
北

小
学

校
 

１
２

月
 

６
日

 
火

曜
 

 
３

限
 

 
 

１
年

 
１

組
 

 
 

授
業

者
：

野
村

 
博

紀
 

 
 

 
協

力
校

委
員

：
野

村
 

博
紀

 
 

 
 

 
 

 
 

※
子

ど
も

た
ち

の
様

子
―

に
こ

に
こ
指

数
の

（
 

）
内

の
数

値
は
平

均
（

と
て

も
楽

し
か

っ
た
４

 
ま

あ
ま

あ
楽

し
か
っ

た
３

 
あ

ま
り

楽
し

く
な

か
っ
た

２
 

楽
し

く
な

か
っ

た
１
）

 
子

ど
も

た
ち

の
様

子
 

（
５

･４
･３

･２
･１

で
評

価
）

 

種 目 №
 

運
動

の
種

目
 

種
目

の
総

合
評

価
 

Ａ
･
Ｂ

･Ｃ
 

に
こ

に
こ

指
数

 
チ

ャ
レ

ン
ジ

指数
 

や
っ

て
み

て
気

付
い

た
こ

と
・

子
ど

も
た

ち
の

様
子

 

工
夫

し
て

み
た

こ
と

・
率

直
な

感
想

な
ど

・
・

・
・

 

授
業

で
何

分
く

ら
い

行
っ

た
か

 

授
業

で
何

回
く

ら
い

行
っ

た
か

 

必
要

器
具

・

物
品

等
 

１
 

用
具

の
操

作
 

「
ぐ

る
ぐ

る
飛

ば
し

」
 

２
回

目
 

  

Ａ
 

４
 

（
3
.
9）

 
５

 

2
回

目
と

い
う

こ
と

で
、
盛

り
上

が
り
は

や
や
少
な

か
っ

た
が

、
い

ろ
い

ろ
な

投
げ

方
を

試
し

て
い

た
。

 

頭
上

で
く

る
く

る
回

し
た

際
に

隣
の

子
ど

も
の

目
に

当
た

っ
て

し
ま

う
と

い

う
こ

と
が

起
き

た
。

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

で
は

や
や

硬
く

、
ゴ

ム
ボ

ー
ル

な
ど

少

し
柔

ら
か

い
ボ

ー
ル

で
行

い
た

い
。

 

５
分

 

  

1
回

 

交
代

に

何
度

も

行
っ

た
 

靴
下

 

テ
ニ
ス

ボ
ー

ル
 

   

２
 

力
試

し
 

「
い

ろ
い

ろ
す

も
う

」
 

  

Ａ
 

５
 

（
４

）
 

５
 

マ
ッ

ト
上

で
行

っ
た

。
背
中
合

わ
せ
で

腕
を
組
み

、
お
し
り

で
押
し

合
っ

た
。

一
気

に
押

し
合

う
の

で
は

な
く

、
押

し
合

い
（

力
の

持
続

を
ね

ら
っ

た
）

の

よ
う

に
す

も
う

を
と

ら
せ

た
か

っ
た

が
、

一
気

に
お

し
り

を
ぶ

つ
け

る
子

ど

も
も

お
り

、
腕

を
組

む
と

か
え

っ
て
危

な
い
感
じ

も
受

け
た

。
 

５
分

 

  

1
回

 

交
代

に

何
度

も

行
っ

た
 

マ
ッ

ト
 

  

３
 

力
試

し
 

「
ト

ン
ネ

ル
く

ぐ
り

」
 

  

Ａ
 

５
 

（
3
.
9）

 
５

 

い
ろ

い
ろ

な
形

の
ト

ン
ネ

ル
を

考
え

、
作

っ
て

い
た

。
足

と
頭

だ
け

で
ブ

リ

ッ
ジ

の
ト

ン
ネ

ル
を

作
っ

て
い

る
子

ど
も

も
お

り
危

険
で

あ
っ

た
。

途
中

、

必
ず

片
手

は
つ

け
る

こ
と

を
条

件
と
し
て
伝
え
た

。
 

ト
ン

ネ
ル

に
平

気
で

ぶ
つ

か
る

子
ど
も
も
お

り
注

意
を

し
た

。
 

８
分

 

  

1
回

 

交
代

に

何
度

も

行
っ

た
 

マ
ッ

ト
 

  

４
 

体
の

移
動

 

「
ジ

グ
ザ

グ
島

と
び

」
 

３
回

目
 

    

Ａ
 

５
 

（
４

）
 

５
 

サ
ー

キ
ッ

ト
形

式
で

行
う

と
、

や
は

り
ケ

ン
ス

テ
ッ

プ
を

意
識

せ
ず

、
ケ

ン

ス
テ

ッ
プ

か
ら

外
れ

て
移

動
す

る
子

ど
も

も
い

た
。

し
か

し
、

１
回

目
の

ジ

グ
ザ

グ
島

と
び

よ
り

も
ケ

ン
ス

テ
ッ

プ
を

意
識

す
る

子
ど

も
は

多
く

な
っ

た
。

 

３
回

目
と

い
う

こ
と

で
、

片
足

で
調

子
よ

く
跳

び
箱

、
跳

び
箱

か
ら

ス
テ

ー

ジ
に

飛
び

乗
る

こ
と

が
で

き
る

子
が
増

え
て
き
た

。
 

 

   

数
回

 

サ
ー

キ

ッ
ト

形

式
 

跳
び

箱
 

マ
ッ

ト
 

ケ
ン
ス

テ
ッ

プ
 

フ
ラ

フ
ー

プ
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５
 

体
の

バ
ラ

ン
ス

 

「
ラ

イ
ン

渡
り

」
 

３
回

目
 

Ａ
 

４
 

（
3
.
8）

 
４

 

平
均

台
を

使
わ

ず
、

長
な

わ
を

数
本

使
っ

て
行

っ
た

。
長

な
わ

が
何

本
も

あ

っ
た

の
で

ス
ム

ー
ズ

に
行

え
た

が
、

サ
ー

キ
ッ

ト
形

式
で

行
っ

た
の

で
、

多

様
な

渡
り

方
は

で
き

ず
、

と
に

か
く

急
い

で
渡

ろ
う

と
し

、
長

な
わ

を
あ

ま

り
意

識
せ

ず
渡

っ
て

し
ま

う
子

ど
も
も

見
ら

れ
た

。
 

 
数

回
 

サ
ー

キ

ッ
ト

形

式
 

長
な

わ
 

６
 

体
の

移
動

 

「
棒

っ
と

し
て

い
ら

れ
な

い
」

 

２
回

目
 

Ｂ
 

５
 

（
3
.
8）

 
４

 

サ
ー

キ
ッ

ト
の

中
に

入
れ

て
し

ま
っ

た
た

め
、

棒
を

キ
ャ

ッ
チ

す
る

こ
と

を

楽
し

む
こ

と
よ

り
、
早

く
終
え

て
次
に

進
も

う
と

い
う

意
識

が
強
く

見
ら

れ
、

し
っ

か
り

と
行

え
る

子
ど

も
が

少
な
か
っ
た

。
 

カ
ラ

ー
ス

テ
ィ

ッ
ク

を
置

く
場

所
を

し
っ

か
り

と
決

め
て

お
か

な
い

と
、

整

頓
が

で
き

ず
、

カ
ラ

ー
ス

テ
ィ

ッ
ク

を
取

る
と

き
や

置
く

と
き

、
移

動
す

る

と
き

に
危

険
で

あ
る

と
感

じ
た

。
 

 
数

回
 

サ
ー

キ

ッ
ト

形

式
 

 

カ
ラ

ー
ス

テ
ィ

ッ
ク

 

７
 

体
の

バ
ラ

ン
ス

 

「
ケ

ン
ケ

ン
」

 

２
回

目
 

Ａ
 

５
 

（
４

）
 

５
 

１
回

目
の

玉
入

れ
の

玉
は

使
わ

ず
に

、
ひ

っ
か

か
っ

て
も

安
全

で
あ

り
、

起

き
上

が
り

こ
ぶ

し
の

よ
う

に
元

に
戻
る

ミ
ニ
ハ
ー

ド
ル

を
使

用
し
た

。
 

ミ
ニ

ハ
ー

ド
ル

を
置

く
間

隔
が

難
し
い

。
 

 
数

回
 

サ
ー

キ

ッ
ト

形

式
 

 

ミ
ニ

ハ
ー

ド
ル

 

※
新

し
い

運
動

遊
び

（
い

ろ
い

ろ
す

も
う

、
ト

ン
ネ

ル
く
ぐ

り
、

ミ
ニ

ハ
ー

ド
ル

を
使
っ

た
ケ

ン
ケ

ン
）

に
つ

い
て
は

、
夢

中
に

な
っ

て
取

り
組
む

こ
と

が
で

き
た

が
、

２
回
目

の
ぐ

る
ぐ

る
と

ば
し

は
、

や
や

盛
り

上
が

り
に

欠
け
た

。
し

か
し

、
１

回
目

よ
り
も

多
様

な
投

げ
方

が
ふ

え
た
。

 
※

ラ
イ

ン
渡

り
に

つ
い

て
は
、

平
均

台
を

使
わ

な
か

っ
た
た

め
、

多
様

な
動

き
は

見
ら
れ

ず
、

次
の

運
動

に
移

り
た
い

気
持
ち

が
先

行
し

、
工

夫
ど

こ
ろ

か
し

っ
か

り
と

渡
る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
 

※
棒

っ
と

し
て

い
ら

れ
な

い
は

、
サ
ー

キ
ッ

ト
形

式
で

行
っ

た
た
め

、
距

離
を

延
ば

し
て

と
る
こ

と
に

挑
戦

し
よ

う
と

す
る
子

ど
も

た
ち

は
見

ら
れ

な
か
っ

た
。
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子
ど
も
の
体
力
向
上
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
報
告
書
 

 
蒲

郡
市

立
大

塚
小

学
校
 

1
2

月
上

旬
か

ら
中

旬
（

全
7

回
分

）
 

 
 

２
年

 
２

組
 

 
 

授
業

者
：

 
中

西
孝

雄
 

 
 

 
 

協
力

校
委

員
：

 
中

西
孝

雄
 

 
 

 
 

 
子

ど
も

た
ち

の
様

子
 

（
５

･４
･３

･２
･１

で
評

価
）

 

種 目 №
 

運
動

の
種

目
 

種
目

の
総

合
評

価
 

Ａ
･
Ｂ

･Ｃ
 

に
こ

に
こ

指
数

 
チ

ャ
レ

ン
ジ

指数
 

や
っ

て
み

て
気

付
い

た
こ

と
・

子
ど

も
た

ち
の

様
子

 

工
夫

し
て

み
た

こ
と

・
率

直
な

感
想

な
ど

・
・

・
・

 

授
業

で
何

分
く

ら
い

行
っ

た
か

 

授
業

で
何

回
く

ら
い

行
っ

た
か

 

必
要

器
具

・

物
品

等
 

１
 

  

ま
わ

っ
て

じ
ゃ

ん
け

ん
 

   

A
 

５
 

５
 

・
立

っ
た

状
態

で
行

っ
た

場
合

、
片

足
を

軸
に

し
て

回
転

さ
せ

た
り

、
ジ

ャ

ン
プ

で
回

転
さ

せ
た

り
し

た
場

合
は

、
始

め
は

、
か

か
と

を
軸

に
し

て
ま

わ
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
子

ど
も

た
ち

も
、

何
回

か
や

る
中

で
で

き
る

子
が

増
え

て
い

っ
た

。
ジ

ャ
ン

プ
か
ら
の
回

転
も

同
様

。
 

・
何

勝
し

た
か

確
認

し
た

り
、

数
回

や
っ

た
後

相
手

を
変

え
た

り
す

る
こ

と

で
、

子
ど

も
た

ち
は

楽
し

み
な

が
ら
活

動
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
マ

ッ
ト

を
敷

い
て

座
ら

せ
た

場
合

は
、

だ
る

ま
起

き
か

ら
の

じ
ゃ

ん
け

ん

と
し

た
。

手
を

付
け

ず
に

起
き

上
が

る
こ

と
が

で
き

ず
に

い
た

子
が

多
か

っ
た

が
、

声
掛

け
で

意
識

さ
せ

る
こ

と
で

、
手

を
付

け
ず

に
や

ろ
う

と
い

う
意

識
が

高
く

な
っ

た
。

 

・
い

ろ
い

ろ
な

回
転

技
か

ら
の

じ
ゃ

ん
け

ん
を

考
え

さ
せ

た
と

こ
ろ

、
前

転

や
側

転
、

側
方

倒
立

回
転

な
ど

い
ろ

い
ろ

な
技

か
ら

の
じ

ゃ
ん

け
ん

を
試

す
子

が
い

た
。

 

5
～

1
0

分
 

1
0
回

 

  

マ
ッ

ト
 

２
 

  

長
縄

く
ぐ

り
 

   

A
 

  

５
 

  

５
 

  

・
回
す

役
が

2
人

い
る

の
で

TT
で

授
業

を
や
る
場

合
の

み
し

か
、
で
き

な
い
。 

・
回

転
よ

り
波

の
ほ
う

が
タ
イ

ミ
ン
グ

を
取
り
に

く
そ

う
だ

っ
た
。（

波
が

引

い
て

い
く

と
き

に
入

る
こ

と
を

理
解
で

き
な

い
子

が
多

か
っ

た
）

 

・
2
人

組
で

手
を

つ
な

い
で

や
ら

せ
た
場

合
は
、
二
人

同
時
に

入
ら
な

い
と

い

け
な

い
の

で
、

な
か

に
は

う
ま

く
息

が
合

わ
な

い
ペ

ア
も

い
た

が
、

上
手

な
こ

と
ペ

ア
を

組
む

こ
と

で
タ

イ
ミ

ン
グ

の
取

り
方

を
教

え
て

も
ら

え
る

と
い

う
良

さ
が

あ
る

と
思

っ
た

。
 

1
0
分

 

  

5
回

 

  

跳
び

縄
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３
 

  

雑
巾

が
け

鬼
ご

っ
こ

 

  

B
 

  

４
 

  

４
 

  

・
見

た
目

以
上

に
激

し
い

運
動

に
な

る
た

め
、

あ
ま

り
長

い
時

間
や

ら
せ

る

こ
と

は
で

き
な

い
。

→
鬼

を
ど

ん
ど

ん
増

や
し

て
行

う
方

法
に

す
る

こ
と

で
、

解
消

し
た

。
 

5
～

1
0

分
 

 

2
回

 

  

雑
巾

 

カ
ラ

ー
コ

ー
ン

 

４
 

  

大
玉

相
撲

 

   

B
 

  

３
 

  

3
 

   

・
 
始

め
1
対

1
で

や
ら

せ
て

み
た

が
、
押
し
合

っ
て

間
も

な
く

、
大
玉

だ
け

が
コ

ー
ト

の
外

に
押

し
出

さ
れ

て
し
ま

い
、
思
っ

た
よ

う
に
は

な
ら
な

か

っ
た

。
教

師
が

両
横

か
ら

支
え
て

ボ
ー
ル

が
ず

れ
て

い
か

な
い

よ
う
に

す

る
必

要
が

あ
っ

た
。

 

・
 
2
対

2
や

3
対

3
に

す
る

こ
と

で
多
方
向
か

ら
力

が
加

え
ら

れ
、
ボ

ー
ル

が
ず

れ
て

い
く

こ
と

が
次

第
に

減
っ
て
き
た

。
 

・
 
ボ

ー
ル
を

一
つ

し
か

要
し

な
か

っ
た
た
め
、

待
ち

時
間

が
多

か
っ
た

。
 

1
5
分

 

  

2
回

 

  

大
玉

 

  

５
 

お
手

玉
ケ

ン
ケ

ン
 

   

A
 

５
 

５
 

・
コ

ー
ス

を
ク

ラ
ン

ク
状

に
変

更
し

た
り

、
コ

ー
ス

上
に

ジ
ャ

ン
プ

台
を

つ

く
っ

た
り

し
た

こ
と

で
、

変
化

を
つ
け

て
楽

し
む

こ
と

が
で

き
た
。

 

・
子

ど
も

た
ち

は
、

徐
々

に
ス

ピ
ー

ド
を

上
げ

て
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い

っ
た

。
 

5
～

1
0

分
 

1
0
回

 
お

手
玉

 

カ
ラ

ー
コ

ー
ン

 

ロ
イ

タ
ー

板
 

６
 

  

ト
ン

ネ
ル

く
ぐ

り
 

   

B
 

  

４
 

  

５
 

  

・
子

ど
も

た
ち

に
思

い
思

い
の

ト
ン
ネ

ル
を

つ
く

ら
せ

て
く

ぐ
ら
せ

た
。

 

・
そ

れ
ぞ

れ
の

ペ
ア

の
ア

イ
デ

ア
を
見

合
う
時
間

を
設

定
す

る
こ
と

で
、

 

よ
り

多
く

の
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

を
つ
く

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
他

校
の

実
践

で
あ
っ

た
よ
う

に
、
ペ

ア
だ

け
で
な

く
複
数

で
行
う

こ
と

で
、

静
止

状
態

を
多

く
作

る
こ

と
が

で
き
る

と
感

じ
た

。
 

5
～

1
0

分
 

  

1
0
回

 

  

マ
ッ

ト
 

  

７
 

ラ
イ

ン
渡

り
 

   

A
 

５
 

５
 

・
子

ど
も

た
ち

に
思

い
思

い
の

ト
ン
ネ

ル
を

つ
く

ら
せ

て
く

ぐ
ら
せ

た
。

 

・
そ

れ
ぞ

れ
の

ペ
ア

の
ア

イ
デ

ア
を
見

合
う
時
間

を
設

定
す

る
こ
と

で
、

 

よ
り

多
く

の
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

を
つ
く

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
た

だ
し

、
子

ど
も

は
動

き
の

面
白

さ
を

意
識
し

す
ぎ

て
し

ま
い

、
こ

ち
ら

の
意

図
と

は
異

な
っ

た
動

き
を

す
る
こ

と
も

多
か

っ
た

。
 

5
～

1
0

分
 

 

1
0
回

 

 

平
均

台
 

８
 

い
ろ

い
ろ

キ
ャ

ッ
チ

 

  

A
 

５
 

５
 

・
ボ

ー
ル

や
ラ

ケ
ッ

ト
な

ど
を

い
ろ

い
ろ

用
意
す

る
こ

と
で

、
子

ど
も

た
ち

の
意

欲
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

・
な

か
で

も
、

マ
ジ

ッ
ク

テ
ー

プ
の

つ
い

た
盤

を
グ

ロ
ー

ブ
代

わ
り

に
す

る

1
0
～

1
5

分
 

 

1
5
回

 

 

ボ
ー

ル
各

種
 

ラ
ケ

ッ
ト
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キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

で
は

、
後

ろ
向

き
キ

ャ
ッ

チ
や

投
げ

あ
げ

キ
ャ

ッ
チ

な

ど
、

い
ろ

い
ろ

な
キ

ャ
ッ

チ
に

挑
戦
す

る
子

ど
も

が
多

か
っ

た
。

 

・
ま

た
、
片
方

ず
つ

の
手

で
別

々
の
ボ

ー
ル

を
キ

ャ
ッ

チ
し

よ
う
と

し
た

り
、

取
っ

手
付

き
の

ざ
る

で
、

テ
ニ

ス
の

ス
イ

ン
グ

の
よ

う
に

横
か

ら
受

け
よ

う
と

し
た

り
す

る
子

ど
も

も
で

て
き
た

。
 

各
種

 

ざ
る

 

カ
ラ

ー
コ

ー
ン

 

９
 

ぼ
う

跳
び

 

   

B
 

５
 

４
 

・
な

か
な

か
コ

ツ
が

つ
か

め
ず

、
遠

く
ま

で
跳

ぶ
こ

と
の

で
き

な
い

子
が

多

か
っ

た
。

 

・
森

先
生

か
ら

棒
を

持
っ

て
い

る
側

と
棒

を
つ
く

側
を

違
え

る
と

、
手

が
邪

魔
に

な
ら

ず
に

遠
く

ま
で

い
け

る
と

い
う

ア
ド

バ
イ

ス
を

も
ら

っ
て

か
ら

は
、

多
少

遠
く

ま
で

行
け

る
よ

う
に
な
っ
て

き
た

。
 

・
バ

ラ
ン

ス
ボ

ー
ル

の
上

を
ス

ラ
イ

ド
す

る
よ

う
に

移
動

す
る

こ
と

を
試

す

子
も

い
た

。
 

5
～

1
0

分
 

 

1
0
回

 

 

マ
ッ

ト
 

ポ
ー

ト
ボ

ー
ル

台
 

棒
 

バ
ラ

ン
ス

ボ
ー

ル
 

1
0
 

棒
っ

と
し

て
い

ら
れ

な
い

 

   

A
 

５
 

５
 

・
子

ど
も

た
ち

は
始

め
、

な
か

な
か

棒
を

キ
ャ
ッ

チ
で

き
ず

に
苦

戦
し

て
い

た
。

原
因

の
多

く
は

、
棒

を
立

て
る

側
が

上
手

く
た

て
ら

れ
ず

、
す

ぐ
に

倒
れ

て
い

っ
て

し
ま

う
と

い
う

こ
と
。「

棒
を
持

つ
」
か
ら
「

手
の
ひ

ら
で

支
え

る
だ

け
」

と
持

つ
側

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

し
た

こ
と

で
、

多
少

う
ま

く
立

て
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
 

・
棒

と
は

別
に

風
船

で
も

試
し

て
み

た
。

風
船
が

落
ち

る
前

ま
で

に
追

い
つ

き
、

キ
ャ

ッ
チ

ま
た

は
キ

ッ
ク

。
そ

う
す

る
こ

と
で

、
達

成
感

を
味

わ
え

る
子

が
増

え
た

。
 

・
ま

た
、

ね
ら

い
と

は
違

う
が

、
風

船
を

手
や

足
で

リ
フ

テ
ィ

ン
グ

し
た

楽

し
む

子
ど

も
も

見
ら

れ
た

。
 

1
0
～

1
5

分
 

 

1
5
回

 

 

棒
 

風
船

 

ガ
ム

テ
ー

プ
 

1
1
 

バ
ラ

ン
ス

ボ
ー

ル
と

ば
し

 

   

A
 

５
 

５
 

・
始

め
、
手
首

が
し

び
れ

る
、
バ

ッ
ト

の
ほ
う
が

は
じ

か
れ

て
し
ま

う
な

ど
、

う
ま

く
い

か
な

い
子

ど
も

が
多

か
っ

た
が

、
回

数
を

重
ね

る
う

ち
に

次
第

に
、

イ
ン

パ
ク

ト
の

瞬
間

に
力

を
こ

め
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
、

ボ
ー

ル
を

飛
ば

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ
て

き
た
。

 

・
途

中
か

ら
、

ボ
ー

ル
を

置
い

た
状

態
、

ま
た
は

バ
ウ

ン
ド

さ
せ

た
後

蹴
る

と
い

う
動

作
も

紹
介

し
た

と
こ

ろ
、

ボ
ー

ル
を

力
強

く
蹴

ろ
う

と
す

る
子

5
～

1
0

分
 

 

1
0
回

 

 

バ
ラ

ン
ス

ボ
ー

ル
 

バ
ッ

ト
 

ボ
ー

ル
を

固
定

す
る

台
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ど
も

も
で

て
き

た
。

 

・
バ

ッ
ト

を
振

る
動

作
が

入
る

の
で

、
周

り
の
安

全
確

認
を

意
識

さ
せ

る
指

導
が

必
要

で
あ

る
と

感
じ

た
。

 

1
2
 

  

ジ
グ

ザ
グ

島
と

び
 

   

A
 

５
 

５
 

・
ケ

ン
ス

テ
ッ

プ
で

行
っ

た
と

こ
ろ

、
ケ

ン
ス

テ
ッ

プ
が

小
さ

く
、

踏
み

つ

け
て

い
っ

て
し

ま
う

た
め

、
す

ぐ
に

ず
れ

て
い

っ
て

し
ま

す
こ

と
が

気
に

な
っ

た
が

、
他

校
の

先
生

か
ら

ア
ド

バ
イ

ス
を

も
ら

い
、

フ
ラ

フ
ー

プ
に

変
え

た
と

こ
ろ

、
問

題
は

解
決

し
た
。

 

5
～

1
0

分
 

 

1
0
回

 

 

ケ
ン

ス
テ

ッ
プ

 

フ
ラ

フ
ー

プ
 

1
3
 

引
っ

張
り

合
戦

 

   

B
 

4
 

4
 

・
始

め
、

そ
れ

ぞ
れ

の
立

ち
位

置
を

ケ
ン

ス
テ

ッ
プ

で
示

し
、

そ
こ

か
ら

出

た
ら

負
け

、
と

い
う

場
の

設
定

で
行

っ
た

が
、

ケ
ン

ス
テ

ッ
プ

自
体

が
ず

れ
て

い
っ

て
し

ま
い

、
う

ま
く

勝
敗

を
付

け
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

そ
こ

で
、

大
き

め
の

よ
う

か
ん

台
を

2
つ
用
意

し
、

間
を
開

け
た
状

態
で

並
べ

、
引

っ
張

り
合

い
な

が
ら

間
に

落
ち

た
ら

負
け

と
い

う
場

の
設

定
に

変
更

し
た

。
 

・
引

っ
張

り
合

い
を

す
る

棒
を

、
2
本

に
し

バ
ツ
の
字

に
し
て

か
ら
引

っ
張

り

合
い

を
し

て
み

た
り

、
蛇

腹
ホ

ー
ス

を
置

い
た

こ
と

で
そ

れ
で

引
っ

張
り

合
い

を
し

て
み

た
り

と
、

い
ろ

い
ろ
と

試
す

こ
と

が
で

き
た

。
 

1
0
～

1
5

分
 

 

1
5
回

 

 

ケ
ン

ス
テ

ッ
プ

 

棒
 

よ
う

か
ん

台
 

蛇
腹

ホ
ー

ス
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子
ど
も
の
体
力
向
上
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
報
告
書
 

 
北

名
古

屋
市

立
栗

島
小

学
校

 
 

１
１

月
１

４
日

（
月

）
～

２
５

日
（

金
）

５
時

間
分

 
 

３
年

２
組

 
 

 
授

業
者

：
 

榎
本

 
一

行
 

 
 

協
力

校
委

員
：

榎
本

 
一

行
 

 
 

 
子

ど
も

た
ち

の
様

子
 

（
５

･４
･３

･２
･１

で
評

価
）

 

種 目 №
 

運
動

の
種

目
 

種
目

の
総

合
評

価
 

Ａ
･
Ｂ

･Ｃ
 

に
こ

に
こ

指
数

 
チ

ャ
レ

ン
ジ

指数
 

や
っ

て
み

て
気

付
い

た
こ

と
・

子
ど

も
た

ち
の

様
子

 

工
夫

し
て

み
た

こ
と

・
率

直
な

感
想

な
ど

・
・

・
・

 

授
業

で
何

分
く

ら
い

行
っ

た
か

 

授
業

で
何

回
く

ら
い

行
っ

た
か

 

必
要

器
具

・

物
品

等
 

１
 
丸

太
渡

り
 

⑮
 

A
 

５
 

（
1
3
9）

 

５
 

（
2
3
）

 

・
平

均
台

２
台

と
フ

ラ
フ

ー
プ

の
輪
を

２
つ
設
置

し
て

行
っ

た
。

 

・
児

童
は

積
極

的
に

活
動

を
し

て
い
た

。
 

・
平

均
台

か
ら

足
を

滑
ら

せ
て

し
ま

う
児

童
が

い
る

の
で

、
安

全
対

策
を

し

っ
か

り
や

る
必

要
が

あ
る

。
 

児
童

が
考

え
た

工
夫

 

・
ボ

ー
ル

を
持

っ
て

渡
る

。（
ド

ッ
ジ
ボ

ー
ル
な
ど

を
２

～
４

球
）

 

・
ボ

ー
ル

を
ド

リ
ブ

ル
し

な
が

ら
。（

バ
ウ
ン
ド

）
 

・
ケ

ン
ケ

ン
、

四
足

、
後

ろ
歩

き
、
し

ゃ
が

ん
だ

姿
勢

、
ま

わ
り
な

が
ら

。
 

・
フ

ー
プ

の
輪

を
増

や
す

。
 

・
両

サ
イ

ド
か

ら
ス

タ
ー

ト
し

て
、
じ

ゃ
ん

け
ん

ゲ
ー

ム
。

 

△
他

の
児

童
が

投
げ

た
ボ

ー
ル

を
キ
ャ
ッ
チ

し
な

が
ら

。
 

1
2
0
分

 

 

５
 

～
 

５
０

 

平
均
台

 

フ
ラ

フ
ー

プ

を
付
け
た
棒

 

 

２
 
２

人
で

せ
え

の
 

⑳
 

B
 

３
 

（
1
0
5）

 

３
 

（
1
3
）

 

・
マ

ッ
ト

を
設

置
し

、
そ

の
上

で
行
っ

た
。

 

・
児

童
た

ち
の

飽
き

が
早

く
、

あ
ま
り

活
発
な
活

動
は

見
ら

れ
な
か

っ
た

。
 

 
新

し
い

動
き

を
考

え
に

く
か

っ
た
こ

と
も
要
因

か
。

 

・
こ

ち
ら

か
ら

新
し

い
運

動
を

考
え

る
た

め
の

ヒ
ン

ト
を

出
す

な
ど

の
支

援

を
行

っ
た

。
 

・
二

人
の

間
に

ボ
ー
ル

を
は
さ

む
と
、
楽
し

み
な
が

ら
運
動

が
で
き

て
い

た
。 

児
童

が
考

え
た

工
夫

 

・
ボ

ー
ル

を
は

さ
ん

で
、

立
ち

上
が
る

。（
背
中

、
腰

、
首
）

 

・
３

人
で

や
る

。
 

1
2
0
分

 

  

５
 

～
 

５
０

 

マ
ッ
ト
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・
手

を
組

ま
ず

に
立

ち
上

が
る

。
 

・
声

を
か

け
て

行
う

。
 

△
ス

タ
ー

ト
の

姿
勢

を
正

座
に

す
る
。

 

３
 
リ

ア
ク

シ
ョ

ン
タ

ー
ン

 

⑳
 

A
 

５
 

（
1
3
5）

 

３
 

（
1
2
）

 

・
ポ

ー
ト

ボ
ー

ル
用

の
台

な
ど

を
使
用

し
、
高
さ

に
変

化
を

つ
け
さ

せ
た

。
 

・
子

ど
も

た
ち

は
楽

し
ん

で
い

た
が

、
運

動
は

あ
ま

り
変

化
が

見
ら

れ
な

か

っ
た

。
 

・
背

中
を

固
め

て
素

早
く

動
く

動
き
に
ま
で

は
発

展
し

て
い

か
な
か

っ
た

。
 

・
い

ろ
い

ろ
な

も
の

を
落

と
す

工
夫
は

行
っ

て
い

た
。

 

児
童

が
考

え
た

工
夫

 

・
ボ

ー
ル

を
二

つ
に

増
や

す
。

 

・
左

右
に

そ
れ

ぞ
れ

避
け

る
。

 

・
だ

る
ま

の
姿

勢
（

ゆ
り

か
ご

）
で
避

け
る
。

 

・
ブ

リ
ッ

ジ
の

姿
勢

か
ら

避
け

る
。

 

△
落

と
す

タ
イ

ミ
ン

グ
を

変
え

る
。（

少
し
上
に

投
げ

る
な
ど

）
 

1
2
0
分

 

  

５
 

～
 

５
０

 

マ
ッ
ト
・
台

 

ボ
ー
ル
多
種

 

（
ド

ッ
ジ

ボ

ー
ル
な
ど
）

 

４
 
あ

ん
た

が
た

ど
こ

さ
 

⑮
 

A
 

３
 

（
1
0
0）

 

２
 

（
６

）
 

・
体

育
館

の
ラ

イ
ン

や
ロ

ー
プ

を
使
い

行
っ

た
。

１
人

か
ペ

ア
で
行

っ
た

。
 

・
何

度
も

や
る

と
体

力
的

に
き

つ
く
、

あ
ま
り
活

発
に

は
な

ら
な
か

っ
た

。
 

・
４

月
に

も
授

業
で

行
っ

た
こ

と
が

あ
り

、
少

し
飽

き
が

き
て

い
た

の
か

も

知
れ

な
い

。
 

・
手

軽
に

で
き

る
運

動
な

の
で

、
様
々

な
場

面
に

取
り

入
れ

や
す
い

。
 

・
児

童
が

新
し

い
運

動
や

ル
ー

ル
を

考
え

る
こ

と
が

難
し

い
と

予
想

し
た

の

で
、

カ
ー

ド
を

作
成

し
様

々
な

方
法
を

提
示
し
た

。
 

児
童

が
考

え
た

工
夫

 

・
遠

く
に

飛
ぶ

。
 

・
片

足
。

 

1
2
0
分

 

  

５
 

～
 

５
０

 

ロ
ー
プ

 

歌
詞
カ
ー
ド

 

 

５
 
ケ

ン
パ

ー
ス

テ
ッ

プ
 

⑮
 

A
 

５
 

（
1
3
8）

 

４
 

（
1
6
）

 

・
３

色
の

ケ
ン

ス
テ

ッ
プ

を
設

置
し

、
色

ご
と
に

使
用

す
る

足
を

指
定

し
運

動
を

行
っ

た
。

 

・
児

童
が

新
し

い
運

動
や

ル
ー

ル
を

考
え

る
こ

と
が

難
し

い
と

予
想

し
た

の

で
、

カ
ー

ド
を

作
成

し
様

々
な

方
法
を

提
示
し
た

。
 

1
2
0
分

 

 

５
 

～
 

５
０

 

ケ
ン

ス
テ

ッ

プ
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・
子

ど
も

た
ち

は
積

極
的

に
運

動
に
取

り
組
む
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
種

目
の

準
備

に
時

間
と

子
ど

も
の
思

考
力

が
必

要
で

あ
る

。
 

児
童

が
考

え
た

工
夫

 

・
矢

印
の

方
向

へ
跳

ぶ
。

 

・
後

ろ
向

き
、

回
り

な
が

ら
、

し
ゃ
が

ん
だ
姿
勢

か
ら

跳
ぶ

。
 

・
跳

ぶ
距

離
を

長
く

。（
１
つ
、

２
つ
と
ば
し

で
跳

ぶ
な

ど
）

 

・
決

め
た

１
色

だ
け

を
踏

み
な

が
ら
跳

ぶ
。
他
の

色
は

踏
ま

な
い
。

 

・
色

ご
と

に
足

で
じ

ゃ
ん

け
ん

。
（
赤

は
グ

ー
な

ど
）

 

・
同

じ
色

だ
け

を
跳

ぶ
。

 

９
 

バ
ウ

ン
ド

ス
ロ

ー
 

⑳
 

A
 

５
 

（
1
3
0）

 

４
 

（
1
8
）

 

・
体

育
館

の
壁

を
利

用
し

た
パ

ス
や

、
一

人
で

床
に

ボ
ー

ル
を

叩
き

付
け

る

こ
と

を
行

っ
た

。
 

・
男

子
を

中
心

に
積

極
的

に
運

動
に
取

り
組
む
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
手

軽
に

で
き

る
の

で
、

活
用

し
や
す

い
。

 

・
ボ

ー
ル

の
材

質
・

大
き

さ
を

変
え

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

さ
ま

ざ
ま

な
投

動

作
練

習
に

な
る

と
感

じ
た

。
 

児
童

が
考

え
た

工
夫

 

・
２

つ
の

ボ
ー

ル
を

同
時

に
投

げ
る
。
（
ペ

ア
）

 

・
ボ

ー
ル

を
手

で
打

つ
。

 

・
バ

ウ
ン

ド
さ

せ
た

ボ
ー

ル
で

、
バ
ス
ケ
ッ

ト
の

ゴ
ー

ル
を

狙
う
。
（
１

人
）
 

△
壁

に
あ

て
た

後
、

ワ
ン

バ
ウ

ン
ド
し

て
か

ら
と

る
。
（
ペ
ア

）
 

1
2
0
分

 

  

５
 

～
 

５
０

 

ボ
ー
ル
多
種

 

（
テ

ニ
ス

ボ

ー
ル
な
ど
）

 

1
0
 

ツ
ー

ボ
ー

ル
パ

ス
 

⑳
 

A
 

５
 

（
1
3
4）

 

４
 

（
2
0
）

 

・
基

本
形

は
、

片
方

が
上

に
も

う
片
方

が
バ

ウ
ン

ド
で

行
っ

た
。

 

・
新

し
い

運
動

を
考

え
る

こ
と

が
難

し
い

と
思

っ
て

い
た

が
、

予
想

以
上

に

新
し

い
運

動
を

考
え

、
活

発
な

活
動
が

見
ら

れ
た

。
 

・
ボ

ー
ル

を
変

え
る

こ
と

に
よ

り
、

タ
イ

ミ
ン

グ
や

飛
距

離
等

様
々

な
変

化

が
楽

し
め

た
。

 

・
児

童
が

新
し

い
運

動
や

ル
ー

ル
を

考
え

る
こ

と
が

難
し

い
と

予
想

し
た

の

で
、

カ
ー

ド
を

作
成

し
様

々
な

方
法
を

提
示
し
た

。
 

児
童

が
考

え
た

工
夫

 

1
2
0
分

 

 

５
 

～
 

５
０

 

ボ
ー
ル
多
種

 

（
ド

ッ
ジ

ボ

ー
ル
な
ど
）
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・
距

離
を

遠
く

す
る

。
 

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ゴ
ー

ル
の

ボ
ー

ド
に
当

て
て
キ
ャ

ッ
チ

す
る

。
 

・
片

方
の

ボ
ー

ル
を

キ
ャ

ッ
チ

す
る
と

後
ろ
向
き

で
投

げ
る

。
 

・
ヘ

デ
ィ

ン
グ

。
 

△
ボ

ー
ル

を
３

つ
に

す
る

。（
３

人
で
）

 

1
2
 

フ
ー

プ
回

し
 

⑳
 

A
 

４
 

（
1
2
3）

 

５
 

（
2
3
）

 

・
フ

ー
プ

を
、

腰
、

手
、

足
で

回
し
た

。
 

・
足

で
回

す
こ

と
は

難
し

く
、

あ
ま
り

で
き

な
か

っ
た

。
 

・
フ

ー
プ

を
回

し
な

が
ら

、
他

の
運
動

を
さ
せ
る

こ
と

に
も

取
り
組

ま
せ

た
。 

・
子

ど
も

た
ち

は
積

極
的

に
運

動
に
取

り
組
む
こ

と
が

で
き

た
。

 

児
童

が
考

え
た

工
夫

 

・
フ

ー
プ

を
回

し
な

が
ら

、
他

の
児
童

が
投
げ
た

ボ
ー

ル
を

キ
ャ
ッ

チ
す

る
。 

・
フ

ー
プ

を
回

し
な

が
ら

、
ボ

ー
ル
を

投
げ

る
。

 

・
首

で
回

す
。

 

・
ジ

ャ
ン

プ
し

な
が

ら
回

す
。

 

・
フ

ー
プ

を
複

数
回

す
。

 

・
輪

投
げ

の
よ

う
に

フ
ー

プ
を

投
げ
て
も
ら

い
、

回
す

。
 

1
2
0
分

 

 

５
 

～
 

５
０

 

フ
ラ
フ
ー
プ

 

ボ
ー
ル

 

1
3
 

３
人

相
撲

 

⑳
 

B
 

５
 

（
1
4
4）

 

４
《

３
》
 

（
1
8
）

 

・
基

本
は

３
人

で
行

う
形

の
た

め
、

今
回

の
よ
う

に
サ

ー
キ

ッ
ト

形
式

で
行

う
と

、
種

目
の

開
始

に
時

間
が

か
か

っ
て

し
ま

っ
た

。
初

に
こ

の
種

目

を
行

う
等

の
制

限
を

か
け

る
と

滞
り
は

若
干
解
消

し
た

。
 

・
１

対
１

で
行

う
と

、
体

格
で

ほ
と

ん
ど

勝
敗
が

決
す

る
が

、
３

つ
又

な
の

で
少

し
戦

略
性

が
出

る
と

こ
ろ

が
良
か

っ
た

。
 

・
力

を
使

う
の

で
、

１
時

間
の

中
で
多

く
運

動
す

る
こ

と
は

難
し
か

っ
た

。
 

・
児

童
が

新
し

い
運

動
や

ル
ー

ル
を

考
え

る
こ

と
が

難
し

い
と

予
想

し
た

の

で
、

カ
ー

ド
を

作
成

し
様

々
な

方
法
を

提
示
し
た

。
 

児
童

が
考

え
た

工
夫

 

・
コ

ー
ン

を
遠

く
に

設
置

す
る

。
 

・
腕

に
ひ

っ
か

け
て

行
う

。
 

・
メ

リ
ー

ゴ
ー

ラ
ウ

ン
ド

の
よ

う
に
引

っ
張
り
な

が
ら

回
る

。
 

1
2
0
分

 

 

５
 

～
 

５
０

 

３
つ
又
の
綱

 

コ
ー
ン
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・
回

り
な

が
ら

待
ち

、
合

図
で

開
始
す

る
。
（
合

図
用

に
１
人

増
や
す

）
 

・
二

人
で

行
う

。
 

△
十

回
ま

わ
っ

て
か

ら
行

う
。

 

△
足

首
に

綱
を

か
け

て
行

う
。

 

1
5
 

か
ら

だ
時

計
 

⑳
 

B
 

３
 

（
1
0
0）

 

２
 

（
６

）
 

・
時

間
を

示
し

た
カ

ー
ド

を
使

用
し

、
め

く
っ

た
カ

ー
ド

の
時

間
を

作
る

よ

う
に

運
動

を
行

っ
た

。
ス

タ
ー

ト
は
６

時
に

し
た

。
 

・
力

が
必

要
な

の
で

、
活

発
な

運
動
に

は
な

ら
な

か
っ

た
。

 

・
児

童
が

新
し

い
運

動
や

ル
ー

ル
を

考
え

る
こ

と
が

難
し

い
と

予
想

し
た

の

で
、

カ
ー

ド
を

作
成

し
様

々
な

方
法
を

提
示
し
た

。
 

児
童

の
考

え
た

工
夫

 

・
ボ

ー
ル

を
足

に
の

せ
た

状
態

で
行
う

。
 

△
ボ

ー
ル

を
お

な
か

に
お

い
て

回
る
。
（
あ

ま
り

回
れ

ず
・
・

・
）

 

1
2
0
分

 

 

５
 

～
 

５
０

 

時
間

を
示

し

た
カ
ー
ド

 

1
6
 

タ
オ

ル
で

キ
ャ

ッ
チ

 

⑮
 

A
 

５
 

（
1
3
9）

 

４
 

（
2
0
）

 

・
基

本
は

ペ
ア

で
ボ

ー
ル

を
投

げ
あ

げ
、

自
分
た

ち
で

キ
ャ

ッ
チ

を
す

る
形

で
行

っ
た

。
 

・
難

し
い

の
で

児
童

が
慣

れ
る

の
に

時
間

が
か
か

っ
た

が
、

コ
ツ

を
掴

ん
だ

後
は

積
極

的
に

運
動

に
取

り
組

む
こ
と

が
で

き
た

。
 

児
童

の
考

え
た

工
夫

 

・
複

数
の

ボ
ー

ル
を

使
う

。（
２

～
５
球

）
 

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ゴ
ー

ル
を

狙
う

。
 

・
キ

ャ
ッ

チ
す

る
時

に
、
腕
を

ク
ロ
ス

し
て
タ
オ

ル
の

裏
で

キ
ャ
ッ

チ
す

る
。 

・
タ

オ
ル

を
折

っ
て

、
小

さ
く

す
る
。

 

・
ボ

ー
ル

を
投

げ
上

げ
て

、
落

ち
て
く

る
ま

で
に

場
所

を
入

れ
替
わ

る
。

 

・
投

げ
上

げ
た

ボ
ー

ル
を

回
り

な
が
ら

キ
ャ
ッ
チ

す
る

。
 

1
2
0
分

 

 

５
 

～
 

５
０

 

布
 

ボ
ー
ル
多
種

 

（
ド

ッ
ジ

ボ

ー
ル
な
ど
）

 

1
9
 

リ
ア

ク
シ

ョ
ン

キ
ャ

ッ

チ
 

⑳
 

B
 

５
 

（
1
3
1）

 

２
《

３
》
 

（
1
1
）

 

・
ポ

ー
ト

ボ
ー

ル
の

台
の

上
か

ら
、

落
と

し
少

し
高

い
位

置
か

ら
始

め
さ

せ

た
。

 

・
活

動
は

学
習

カ
ー

ド
で

は
回

数
が

少
な

か
っ

た
が

、
実

際
は

も
っ

と
多

く

取
り

組
ん

で
い

た
。

 

児
童

の
考

え
た

工
夫

 

1
2
0
分

 

  

５
 

～
 

５
０

 

ボ
ー
ル
多
種

 

（
ス

ポ
ン

ジ

ボ
ー

ル
な

ど
）
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・
大

き
い

ボ
ー

ル
と

小
さ

い
ボ

ー
ル
を

使
う
。

 

・
遠

い
位

置
か

ら
キ

ャ
ッ

チ
す

る
。

 

・
高

い
位

置
か

ら
ボ

ー
ル

を
落

と
す
。
（
台
の
上

か
ら

や
手
を

上
げ
た

状
態
）
 

・
足

を
開

い
た

姿
勢

か
ら

キ
ャ

ッ
チ
す

る
。

 

・
キ

ャ
ッ

チ
す

る
児

童
を

２
人

に
し

、
自

分
と

遠
い

側
の

落
と

す
児

童
の

手

の
方

の
ボ

ー
ル

を
キ

ャ
ッ

チ
す

る
。（

３
人

）
 

低
 

棒
っ

と
し

て
い

ら
れ

な

い
 

⑳
 

 

A
 

５
 

（
1
3
6）

 

３
《

４
》
 

（
1
4
）

 

・
片

方
の

児
童

が
棒

を
持

ち
、

も
う

片
方

が
棒

を
取

る
形

を
基

本
と

し
て

行

っ
た

。
 

・
積

極
的

に
活

動
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
た

が
、

授
業

の
途

中
か

ら
距

離

の
目

安
を

マ
ー

キ
ン

グ
し

た
と

こ
ろ
、
そ
れ
ば
か

り
に

執
着

し
て
し

ま
い
、

新
し

い
運

動
を

考
え

る
活

動
が

少
し
弱

く
な
っ
て

し
ま

っ
た

。
 

・
目

安
を

設
け

た
こ

と
に

よ
り

、
よ

り
難

易
度

の
高

い
運

動
（

長
い

距
離

で

キ
ャ

ッ
チ

す
る

）
を

目
指

す
児

童
が
増

え
た
こ
と

は
よ

か
っ

た
。

 

・
低

学
年

の
種

目
で

は
あ

る
が

、
今

回
の

プ
ロ
グ

ラ
ム

の
中

で
児

童
に

経
験

さ
せ

た
い

動
き

で
あ

っ
た

の
で

取
り
入

れ
た
。

 

児
童

が
考

え
た

工
夫

 

・
寝

た
姿

勢
、

し
ゃ

が
ん

だ
姿

勢
、
座

っ
た
姿
勢

か
ら

ス
タ

ー
ト
。

 

・
回

転
し

て
取

る
。

 

・
ジ

ャ
ン

プ
回

転
し

て
か

ら
取

る
。

 

・
ケ

ン
ケ

ン
で

取
る

。
 

・
棒

を
回

転
さ

せ
る

。
 

・
３

人
で

行
う

。（
三
角

形
で
そ

れ
ぞ
れ

が
棒

を
持

ち
入

れ
替

わ
る
）

 

1
2
0
分

 

 

５
 

～
 

５
０

 

カ
ラ

ー
ス

テ

ィ
ッ
ク
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※
 
北

名
古
屋

市
立

栗
島

小
学

校
の

授
業
実

践
の

概
略

 
栗

島
小
学
校

3
年

2
組

 
児
童

数
 
男
子

17
名

 
女

子
15

名
 
計

32
名

 
体

力
向
上

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

、
体
つ

く
り

の
単

元
（

5
時

間
完
了

）
を

使
い

13
種
目
を

毎
時
間

行
っ

た
。

 
 

 
 

※
 
子

ど
も

た
ち

の
様

子
の

評
価
基

準
に

つ
い

て
 

 
 

 
デ

ー
タ

に
つ

い
て

は
、

運
動
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
「

ア
ン

ケ
ー
ト

」
と

本
校

の
授

業
で

使
用
し

た
「

学
習

カ
ー

ド
」

を
使
用
し
た

。
 

１
．

に
こ

に
こ

指
数

 
…

 
5
時

間
分

の
延

べ
人

数
16

0
人

の
う
ち

、「
ア
ン

ケ
ー

ト
」
の

そ
れ
ぞ

れ
の

種
目

に
つ
い
て

「
ま
た

や
っ

て
み

た
い

」
を

選
ん
だ

児
童

の
割

合
に

応
じ

て
評
価

を
つ

け
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
１

 
…
 

４
９

％
以

下
（

79
人

以
下
）

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
２

 
…
 

５
０

％
～

５
９

％
（

80
人

以
上

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
３

 
…
 

６
０

％
～

６
９

％
（

96
人

以
上

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
４

 
…
 

７
０

％
～

７
９

％
（

11
2
人

以
上

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
５

 
…
 

８
０

％
以

上
（

12
8
人

以
上

）
 

 ２
．

チ
ャ

レ
ン

ジ
指

数
 

…
 

子
ど
も

た
ち

が
活

動
し

た
時

間
の
う

ち
、

1
種

目
あ

た
り

の
時
間
は

9
分

13
秒

程
度

と
な
る

。
学

習
カ

ー
ド

に
種

目
に
取

り
組

ん
だ

回
数
を

5
回

ご
と
に

記
入

さ
せ
、

大
50

回
ま
で
で

記
入
さ

せ
た

。
そ

れ
ら

を
基

に
15

回
な

い
し

は
20

回
以
上

行
っ

た
回

数
の

人
数

を
目

安
に
評

価
を

つ
け

た
。（

20
回
で

30
秒

に
１
回

程
度

。
思

考
す

る
時

間
や
力

が
必

要
な

も
の

、
１

回
あ
た

り
に

時
間

が
か
か
る

も
の
な

ど
を

15
回
以

上
と
し

た
。）

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
15

回
で
評

価
し

た
も

の
は

種
目

の
名
の

下
に

⑮
、

20
回
の
も

の
は
⑳

と
示

し
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
１

 
…
 

０
～

５
人

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
２

 
…
 

６
～

１
０

人
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
３

 
…
 

１
１

～
１

５
人

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
４

 
…
 

１
６

～
２

０
人

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
５

 
…
 

２
１

人
以

上
 

 
 

 
 

 ３
．

下
の

数
字

に
つ

い
て

 
 

 
・
 

（
 

 
）

で
示

し
た

数
字
は

、
評

価
の

基
準

と
し

た
人
数

を
示

し
て

い
る

。
 

 
 

・
 

チ
ャ

レ
ン

ジ
指

数
に

つ
い
て

は
、

学
習

カ
ー

ド
の

数
字
に

若
干

信
頼

性
が

お
け

な
い
た

め
、

子
ど

も
た

ち
の
活

動
の

様
子

か
ら

こ
ち

ら
が

感
じ
た

評
価

を
《

 
》

で
示

し
た
。

 
 

 
 
 

当
該

種
目

は
、

3
人

相
撲
、

リ
ア

ク
シ

ョ
ン

キ
ャ

ッ
チ
、

棒
っ

と
し

て
い

ら
れ

な
い
の

３
種

目
で

あ
る

。
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子
ど
も
の
体
力
向
上
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
報
告
書
 

 
愛

西
市

立
佐

屋
小

学
校
 

１
１

月
２

８
日

 
月

曜
 

５
限

 
 

３
年

１
組

 
 

 
授

業
者

：
三

輪
 

有
佳

里
 

協
力

校
委

員
：

加
藤

 
雄

二
 

 
 

 
 

 

子
ど

も
た

ち
の

様
子

 

（
５

･４
･３

･２
･１

で
評

価
）

 

種 目 №
 

運
動

の
種

目
 

種
目

の
総

合
評

価
 

Ａ
･
Ｂ

･Ｃ
 

に
こ

に
こ

指
数

 
チ

ャ
レ

ン
ジ

指数
 

や
っ

て
み

て
気

付
い

た
こ

と
・

子
ど

も
た

ち
の

様
子

 

工
夫

し
て

み
た

こ
と

・
率

直
な

感
想

な
ど

・
・

・
・

 

授
業

で
何

分
く

ら
い

行
っ

た
か

 

授
業

で
何

回
く

ら
い

行
っ

た
か

 

必
要

器
具

・

物
品

等
 

   

ジ
グ

ザ
グ

島
と

び
 

   

Ａ
 

  

５
 

  

４
 

  

跳
び

箱
で

片
足

踏
み

切
り

を
し

て
、

舞
台

に
上

が
る

力
に

は
か

な
り

差
が

感

じ
ら

れ
た

。
恐

怖
心

を
感

じ
て

い
る

児
童

（
特

に
女

子
）

に
つ

い
て

は
、

思

い
切

っ
た

ジ
ャ

ン
プ

が
で

き
な

か
っ

た
。

壁
か

ら
跳

び
箱

を
離

す
と

動
い

て

し
ま

う
の

で
、

仕
切

り
を

は
さ

ん
で
固

定
を

し
た

。
 

1
5
分

 

  

3
回

 

  

長
マ

ッ
ト

 

短
マ

ッ
ト

 

跳
び

箱
 

仕
切

り
板

 

   

棒
っ

と
し

て
ら

れ
な

い
 

   

Ａ
 

  

５
 

  

５
 

  

2
人

ペ
ア

で
連

続
何

回
で

き
る

か
で
競

わ
せ
た
。
急
ぐ

あ
ま
り

に
自
分

の
支

え

て
い

た
棒

を
バ

ラ
ン

ス
よ

く
立

て
ら

れ
な

い
こ

と
も

あ
っ

た
。

自
分

と
相

手

の
棒

を
同

時
に

意
識

し
な

け
れ

ば
い

け
な

い
の

で
、

そ
こ

に
難

し
さ

を
感

じ

た
。
「
せ

ー
の

。
」
と

い
う

声
か

け
で
協

力
す

る
姿

が
よ

く
見

ら
れ
た

。
 

1
5
分

 

  

3
回

 

  

棒
1
6
本

 

（
ペ

ア
で

2
本

）
 

  

3
 

  

リ
ア

ク
シ

ョ
ン

タ
ー

ン
 

   

Ｂ
 

  

３
 

  

２
 

  

赤
白

帽
子

を
使

用
し

た
。

本
来

の
動

き
の

意
図

を
教

師
自

身
が

理
解

し
て

お

ら
ず

、
顔

の
上

に
落

ち
る

よ
う

に
指

導
し

て
し

ま
っ

た
。

結
果

と
し

て
、

腰

か
ら

転
が

る
と

い
う

よ
り

上
半

身
だ
け
で
避
け
て

し
ま

っ
た

。
 

8
分

 

  

3
回

 

  

赤
白

帽
子

 

  

1
0
 

  

ツ
ー

ボ
ー

ル
パ

ス
 

   

Ｂ
 

  

３
 

  

３
 

  

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

2
つ

を
使

用
し
、

チ
ェ
ス
ト

と
バ

ウ
ン

ド
の

2
種
類

に

分
け

て
や

ら
せ

た
。

思
っ

て
い

た
よ

り
で

き
て

い
た

の
で

、
途

中
か

ら
バ

ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

は
バ

ウ
ン

ド
、

ド
ッ

ジ
ボ

ー
ル

は
チ

ェ
ス

ト
と

難
易

度
を

上

げ
た

と
こ

ろ
、

児
童

の
意

欲
も

上
が
っ
た
。

 

1
0
分

 

  

3
回

 

  

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

 

ド
ッ

ジ
ボ

ー
ル

 

 
か

ら
だ
時

計
 

   

Ｂ
 

１
 

１
 

1
5
秒
間

で
、

短
針

・
長

針
役
が

何
周
で

き
る

か
で

競
わ

せ
た

。
能
力

差
が

あ

る
の

で
、

追
い

つ
い

て
し

ま
い

ぶ
つ

か
っ

て
し
ま

っ
た

。
速

く
し

よ
う

と
し

て
臀

部
が

上
が

っ
た

り
、

す
ね

が
つ

い
た

り
し

て
し

ま
っ

た
。

や
り

方
を

も

っ
と

工
夫

す
べ

き
だ

っ
た

と
感

じ
る
。

 

8
分

 
3
回

 
ス

ト
ッ

プ

ウ
ォ

ッ
チ
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子
ど

も
た

ち
の

様
子

 
（

５
･４

･３
･２

･１
で

評
価

）
 

種 目 №
 

運
動

の
種

目
 

種
目

の
総

合
評

価
 

Ａ
･
Ｂ

･Ｃ
 

に
こ

に
こ

指
数

 
チ

ャ
レ

ン
ジ

指数
 

や
っ

て
み

て
気

付
い

た
こ

と
・

子
ど

も
た

ち
の

様
子

 
工

夫
し

て
み

た
こ

と
・

率
直

な
感

想
な

ど
・

・
・

・
 

授
業

で
何

分
く

ら
い

行
っ

た
か

 

授
業

で
何

回
く

ら
い

行
っ

た
か

 

必
要

器
具

・
物

品
等

 

1
6
 

  

タ
オ

ル
で

キ
ャ

ッ
チ

 

   

Ａ
 

  

５
 

  

５
 

  

使
用

し
た

タ
オ

ル
の

幅
が

短
か

っ
た

の
で

、
キ

ャ
ッ

チ
も

パ
ス

も
難

し
そ

う

で
あ

っ
た

。
投

げ
よ

う
と

す
る

と
、

ボ
ー

ル
が

タ
オ

ル
に

く
る

ん
と

つ
つ

ま

れ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
っ

た
。

児
童

の
反

応
が

と
て

も
よ

く
意

欲
が

あ
る

分

で
き

る
よ

う
に

な
る

の
も

早
か

っ
た
。

 

2
0
分

 

  

3
回

 

  

タ
オ

ル
 

ソ
フ

ト
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
 

1
9
 

リ
ア

ク
シ

ョ
ン

キ
ャ

ッ
チ

 

   

Ａ
 

４
 

５
 

見
た

目
よ

り
も

難
し

く
感

じ
た

児
童
が

多
く
「
思

っ
た

よ
り

も
難
し

い
ぞ

。」

と
い

う
つ

ぶ
や

き
が

あ
っ

た
。

体
の

重
心

が
上

に
残

っ
た

ま
ま

だ
と

上
手

く

い
か

な
い

こ
と

に
気

づ
き

、
自

然
と
前

傾
姿

勢
が

取
れ

て
い

た
。
4
段
階

の
レ

ベ
ル

に
分

け
て

そ
れ

ぞ
れ

の
能

力
に
あ
っ
た

も
の

を
実

践
で

き
た
。

 

1
0
分

 
3
回

 
赤

白
帽
子

 

1
1
 

3
点

キ
ャ

ッ
チ

 

   

Ｂ
 

３
 

３
 

頭
、

む
ね

、
ひ

ざ
の

3
箇
所
を

実
践
し

た
が

、
特

に
頭

が
難

し
か
っ

た
よ

う

だ
。

顔
に

ボ
ー

ル
が

向
か

っ
て

く
る

こ
と

に
恐

怖
心

が
わ

く
よ

う
で

、
思

わ

ず
先

に
手

で
捕

っ
て

し
ま

う
こ

と
が

多
か

っ
た

。
ひ

ざ
、

足
首

と
能

力
の

高

い
も

の
は

体
勢

を
崩

し
て

も
で

き
る
よ

う
に
な
っ

て
い

た
。

 

1
0
分

 
3
回

 
ソ

フ
ト

バ

レ
ー

ボ
ー

ル
 

1
4
 

魔
法

の
じ

ゅ
う

た
ん

 

   

Ａ
 

５
 

５
 

タ
オ

ル
で

キ
ャ

ッ
チ

で
使

用
し

た
バ

ス
タ

オ
ル

も
用

い
て

、
ス

タ
ー

ト
地

点

か
ら

コ
ー

ン
を

周
り

ま
た

ス
タ

ー
ト

地
点

に
戻

る
ま

で
の

タ
イ

ム
ト

ラ
イ

ア

ル
を

行
っ

た
。

体
格

差
、

力
の

差
を

同
じ

に
な

る
よ

う
に

し
た

が
、

肥
満

児

に
対

す
る

フ
ォ

ロ
ー

が
必

要
で

あ
る
と

感
じ

た
。

 

1
5
分

 
3
回

 
タ

オ
ル

 

コ
ー

ン
 

ス
ト

ッ
プ

ウ
ォ

ッ
チ
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ね
ら
い

No. 項　　　　　目 合計点 延べ人数

児童の関心
の高さ

（１人あたり
の平均点）

４点 ３点 ２点 １点

４点満点中
何点か

（合計得点÷
延べ人数）

大好き まあまあ好き あまり好きではない きらい

55人 3人 1人 3人
とても楽しい まあまあ楽しい あまり楽しくない 楽しくない

52 5 0 2
とても楽しかった まあまあ楽しかった あまり楽しくなかった 楽しくなかった

258 14 1 1
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

243 13 0 0
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

279 18 5 1
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

238 9 7 4
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

95 13 4 3
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

304 7 1 5
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

239 9 5 0
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

26 1 0 1
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

109 5 0 1
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

114 4 1 0
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

240 10 5 2
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

210 12 3 3
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

132 3 2 3
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

83 3 1 1
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

183 11 3 3
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

177 15 6 0
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

51 5 1 2

※　アンケートの項目ごとの得点は、
　　大好き・とても楽しい・とても楽しかった・またやってみたいを４点、
　　まあまあ好き・まあまあ楽しい・まあまあ楽しかった・少しやってみたいを３点、
　　あまり好きではない・あまり楽しくない・あまり楽しくなかった・あまりやりたくない
    を２点、きらい・楽しくない・楽しくなかった・やりたくないを１点として集計した。

1077 3.9

1

3.91181 303

1011

274

3.9

997 3.9

　ジグザグ島とび

アンケートの内容と児童数

234

256

3.8

225

258

5 1244 3.9

115

317

4 430 3.7

3

253

7 108 3.928

6 993 3.9　棒っとしていられない

　ぞうきんがけ鬼ごっこ

9 470 3.9　ぐるぐる飛ばし・バウンドジャンプ 119

10 1002 3.9257　いろいろキャッチ

200

3.988

12 544 3.9　棒とび

　いろいろすもう

140

34413

16 223 3.859

14 774 3.9　引っ張り合戦

　マットでボール送り

15 　トンネルくぐり 765 198

11 　バランスボール飛ばし 885 228

体
の
移
動

用
具
の
操
作

力
試
し

3.9

3.9

8 　長なわくぐり 452 115 3.9

興
味
・
関
心
等

アンケート結果の集計【低学年】（矢作北小１年生・大塚小２年生：計９０名対象）

☆運動することは好きですか？

☆体育の授業は楽しいですか？

☆今日の体育でやってみた運動は、
楽しかったですか？

3.8

62

59

体
の
バ
ラ
ン
ス

　ケンケン鬼ごっこ

　ライン渡り

　まわってじゃんけん

　モーグルマット

2

-50-



ね
ら
い

No. 項　　　　　目 合計点 延べ人数

児童の関心
の高さ

（１人あたり
の平均点）

４点 ３点 ２点 １点

４点満点中
何点か

（合計得点÷
延べ人数）

大好き まあまあ好き あまり好きではない きらい

101人 19人 1人 3人
とても楽しい まあまあ楽しい あまり楽しくない 楽しくない

104 16 0 2
とても楽しかった まあまあ楽しかった あまり楽しくなかった 楽しくなかった

262 35 8 3
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

139 17 3 0
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

105 35 14 5
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

174 46 12 19
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

100 37 18 4
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

138 18 3 0
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

130 24 3 2
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

179 28 11 2
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

34 13 5 7
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

123 24 10 2
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

144 14 1 0
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

40 5 4 4
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

131 62 27 31
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

191 20 5 4
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

170 50 14 13
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

70 15 4 2
またやってみたい 少しやってみたい あまりやりたくない やりたくない

202 30 10 6

3.5

3

3.9

2

159613

※　アンケートの項目ごとの得点は、
　　大好き・とても楽しい・とても楽しかった・またやってみたいを４点、
　　まあまあ好き・まあまあ楽しい・まあまあ楽しかった・少しやってみたいを３点、
　　あまり好きではない・あまり楽しくない・あまり楽しくなかった・あまりやりたくない
    を２点、きらい・楽しくない・楽しくなかった・やりたくないを１点として集計した。

1172 3.8

1

3.5558 159

159

4 551

アンケートの内容と児童数

466 3.8

464 3.8

159

124

122

308

3.3

3.7220

9 600 3.8

877 3.5

159

10 824　ツーボールパス

251

5 612 3.8

　タオルでキャッチ

3.9159

12 586 3.7　フープ回し

　３人相撲

3.5　リアクションキャッチ

　棒っとしていられない

251

838 3.8220

795 3.2　からだ時計

低 924 3.7248

53

159

620

247871

91

　丸太わたり

　２人でせえの

　リアクションターン

　あんたがたどこさ

　ケンパーステップ

　バウンドスロー

　３点キャッチ 192 59

13

低 　ジグザグ島とび 335

14 　魔法のじゅうたん 187

19

16

15

バ
ラ
ン
ス

体
の
移
動

用
具
の
操
作

力
試
し

体
の
移
動

興
味
・
関
心
等

アンケート結果の集計【中学年】（栗島小・佐屋小３年生：計６３名対象）

☆運動することは好きですか？

☆体育の授業は楽しいですか？

☆今日の体育でやってみた運動は、
楽しかったですか？

3.5

運
動
の
組
合
せ

3.7

11
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